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はじめに 

近年の少子高齢化の進行に加え、今後は本格的な人口減少局面を迎えることが

見込まれる中、市民一人ひとりの暮らしを支える公共交通に期待される役割は、

これまで以上に多様化し、その重要性は一層高まっております。 

小山市では、これまでも将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築するこ

とを重要な課題と捉え、「小山の産業・ひと・未来を支える活力と魅力ある交通環

境づくり」を基本理念とする「小山市総合都市交通計画」を令和 2(2020)年 3 月

に策定するとともに、「小山市立地適正化計画」を令和 7(2025)年 3 月に策定し、

「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりと連動し、コミュニティバ

ス「おーバス」の充実など、公共交通の利便性向上に取り組んでまいりました。 

国においては、令和 2(2020)年 11 月に「地域公共交通活性化及び再生に関する

法律」が改正され、公共交通は地域の移動のニーズに細かく対応すべきとの方針

が示されました。本市においても、「公共交通」は都市において必要不可欠な「都

市機能」であり、市民への「公共サービス」であると位置付け、公共交通分野に

おける市の取組方針を明らかにした「小山市地域公共交通計画」を令和 5(2023)

年２月に初めて策定いたしました。 

その後、令和 7(2025)年 3 月策定の「田園環境都市おやまビジョン」において

は、「全ての市民のより良い暮らし(ウェルビーイング)の実現を目指す」ことを最

上位の目標に掲げ、都市の利便性と田園の豊かさが調和した、誰もが安心して暮

らし続けられるまちの実現を目指しています。公共交通は、その基盤となるもの

であり、日常の移動を支えるだけでなく、地域の活力や交流を生み出し、持続可

能なまちづくりを支える重要な役割を担っています。 

また、国土交通省では、令和 7(2025)年 3 月に「地域公共交通計画のアップデ

ートに関するガイダンス Ver1.0」を公表し、環境変化を踏まえた計画の継続的な

見直しと実効性の確保を求めています。 

これらの背景を踏まえ、今回、今後の取組を総合的・計画的に推進していくた

め、本市における公共交通施策の方向性を改めて整理した「小山市地域公共交通

計画」の改訂を行いました。 

本計画に基づき、人口減少や高齢化が進む中においても、自家用車に過度に依

存することなく、子どもから高齢者まで、誰もが安心して移動できる公共交通環

境の実現を目指し、市民の皆さまはもとより、市外から訪れる方々にとっても暮

らしやすく、選ばれるまち小山となるよう、施策を着実に推進してまいります。 

市民の皆さま並びに関係者の皆さまにおかれましては、本計画の趣旨をご理解

いただき、今後とも一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見・ご提言をいただきました小山

市地域公共交通会議委員の皆さまをはじめ、意見調査等にご協力いただいた市民

の皆さま、関係機関の方々に、心より感謝申し上げます。  
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計画の概要 

1-1. 計画の目的 

本計画は、総合都市交通計画の掲げる「小山の産業・ひと・未来を支える活力

と魅力ある交通環境づくり」のための総合的な取り組みの一環としての公共交通

分野について、市の取組方針を明らかにするために取りまとめたものです。また、

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定計画としての側面も有

します。 

併せて、小山市コミュニティバスの運行について、国の地域公共交通確保維持

改善事業費補助金(地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金)等を活用するに

あたり、地域公共交通計画の作成及び計画における補助系統等の位置付けが補助

要件化されていることから、補助系統の地域の公共交通における位置づけや補助

事業活用の必要性等について記載しております。 

 

1-2. 公共交通に関する基本方針 

小山市では、小山市総合都市交通計画において、交通政策の理念を「小山の産

業・ひと・未来を支える活力と魅力ある交通環境づくり」として掲げています。

すなわち、①小山市の産業振興には、発展がめまぐるしい首都圏中央連絡自動車

道や北関東自動車道など高速道路沿いの開発地と小山市産業地域を繋ぐ、広域ネ

ットワークの構築が必要と考えています。②市街地や地域間を誰もが移動しやす

く、市内からも市外からも安心快適に外出できることで高齢者等の活力に繋げ、

かつ持続可能な魅力ある交通環境を目指すものとしています。 

望ましい交通環境の実現にあたっては、土地利用・交通社会資本・公共交通・

市民の交通行動等を包括的にとらえて、相互の施策を組み合わせて総合的に取り

組む必要があります。したがって、本市の公共交通政策は、それ自体の改善・課

題解決の観点にとどまることなく、公共交通を理想的な交通環境を実現するため

の手段の一つと位置づけ、上位目的の実現のための戦略的取組を推進します。 

本計画では、公共交通は都市において必要不可欠な「都市機能」であり、都市

の経営のツールおよび市民への公共サービスと位置づけ、そのサービスレベルは

上位目的に照らして市が主体的に設定するとともに、責任を持ってその実現にあ

たります。同時に、民間事業者の力を活用してその効率的な運営に努めます。公

共交通のサービス内容の検討・決定にあたっては、本計画の枠組みに従って市民

意見の反映に努め、市として率先して市民のための公共交通を実現します。 
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1-3. 計画の位置づけ 

本計画は、小山市総合都市交通計画(令和 2(2020)年 3 月策定)の下位計画とし

て策定するものです。本計画は、総合都市交通計画の掲げる「小山の産業・ひと・

未来を支える活力と魅力ある交通環境づくり」のための総合的な取組の一環とし

ての公共交通分野について、市の取組方針を明らかにするために取りまとめたも

のです。また、地域公共交通活性化再生法の法定計画としての側面も有します。 

本計画は、小山市総合都市交通計画とともに、本市のまちづくりの上位計画で

ある「田園環境都市おやまビジョン」および「第 9 次小山市総合計画」等に即す

るとともに、本市の長期を展望したまちの姿を定める「小山市都市と緑のマスタ

ープラン」「小山市立地適正化計画」をはじめとする関連計画と整合・連携を図り

ます。 

 

■上位・関連計画 
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1-4. 計画区域 

本計画の計画区域は、小山市域です。なお、本計画に基づく公共交通サービス

が市域外にわたることを妨げるものではありません。 

■計画区域 

 

1-5. 計画期間 

本計画の計画期間は、令和８(2026)年 10 月から令和 13(2031)年 3 月までとし

ます。 

  

小山市 
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小山市地域公共交通の現状・課題 

2-1. 小山市地域公共交通の現状・課題 

2-1-1. 地域交通の現状診断 

社会情勢 

■小山市の人口推移及び推計 

本市の人口は平成 27(2015)年の 166,760 人をピークに減少に転じております。

年齢別には、年少人口は年々減少、生産年齢人口についても平成 17(2005)年をピ

ークに減少しています。一方で、高齢者人口は年々増加しており、高齢化率は令

和 22(2040)年には 3 割を超える見込みです。 

 

 

出典：実績値；総務省国勢調査(各年度) 

推計値：国立社会保障・人口問題研究所(令和 5(2023)年) 
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■高齢者人口・高齢者率 

令和 2(2020)年の高齢者人口をみると市街地内に集中しているほか、市街地周

辺の集落においても集中しているエリアが見られます。また、高齢化率をみると、

市街化区域内では高齢化率 30%未満のエリアが多くなっているのに比べ、市街化

調整区態では 30%を超えるエリアも多くみられます。 

令和 27(2045)年の将来高齢者人口では、市街化区域全体で高齢化率が高まり、

市街化区城北部と小山駅東側の一部エリアを除き 30%以上となる見込みです。 

・高齢者人口 令和 2(2020)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 

・高齢者人口 令和 27(2045)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 
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・高齢者率 令和 2(2020)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 

・高齢化率 令和 27(2045)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定)  
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■年少人口 

令和２(2020)年の年少人口をみると、市街地内を中心に集中しており、特に小

山駅東側にメッシュあたり 150 人以上のエリアが集中しています。年少人口割合

では、市街地内、市街地周辺ともに比率の高いエリアが点在しています。 

令和 27(2045)年の将来年少人口では、メッシュあたり 160 人以上のエリアが

小山駅北側や市街化区域南側に多く見られ、市街化区域縁辺部の年少人口の規模

が減少する見込みとなっています。将来の年少人口は市内の多くの地城で 15%未

満となる見込みです 

・年少人口 令和 2(2020)年 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 

・年少人口 令和 27(2045)年 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定)  
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・年少人口割合 令和 2(2020)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 

・年少人口割合 令和 27(2045)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定)  
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・人口密度増減 令和 2(2020)年～令和 27(2045)年 

 

出典：小山市立地適正化計画(令和 7(2025)年４月改定) 

  

 



11 

 

■小山市民のトリップ数 

平成 30(2018)年のパーソントリップ調査※では小山市居住者の総トリップ数

(1 つの目的での出発地から到着地までの移動の数)は約 33 万トリップ／日であ

り、平成 11(1999)年より約 2 万トリップ／日(5.4%)増加しています。トリップ種

別でみると、市内における移動(市内々トリップ)が約 7 割を占めています。また、

市内外トリップが平成 11(1999)年から 13.7%増加しています。 

 ※パーソントリップ調査…人々が「いつ、どこから、どこへ、どのような目的で、どのような時

間帯に、どのような交通手段で」移動しているかを把握する調査。 

【小山市の調査概要】 

期間：平成 30(2018)年度～令和元(2019)年度 

範囲：市内全域  調査対象：平成 30(2018)年 10 月の平日 

 調査方法：住民基本台帳から無作為に抽出した世帯への郵送または WEB 回答 

 サンプル数：6525 世帯・14,625 人 

 

出典：平成 11(1999)年、平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

※市内々＝市内と市内間の移動、市内外＝市内と市外間の移動、市外々＝市外と市外間の移動 

 

交通 

■市民全体と高齢者の代表交通手段構成 

市民の移動手段は自動車が約 7 割を占め、バスの利用割合は 0.3%と依然として

低い状況です。高齢者に関しては、自転車、二輪車、徒歩の割合が減少し、自動

車による移動が大幅に増加しています。 

 

出典：平成 11(1999)年、平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

（トリップ/日）
トリップ種別

構成比（％）
（トリップ/日）

トリップ種別

構成比（％）

市内々 214,357 69.2% 220,707 67.6% 3.0%

市内外 83,593 27.0% 95,032 29.1% 13.7%

市外々 11,700 3.8% 10,722 3.3% -8.4%

総トリップ数 309,650 100.0% 326,461 100.0% 5.4%

H11 H30

トリップ種別
トリップ数

増減率
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■中心市街地へのトリップ数及び自動車利用割合 

市内各地域から中心市街地(小山駅周辺)への移動手段のうち、近隣地域でも自

動車が約 5～7 割を占めており、中心市街地への移動は自動車へ依存している状

況です。 

 

出典：平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

 

■小山市の主要道路の混雑度 

小山駅から伸びている幹線道路の一部で、混雑度が 1.0 を超えており、駅周辺

の自動車交通需要のコントロールが求められています。 

 

出典：令和 3(2021)年度全国道路・街路交通情勢調査、地理院地図 

※地理院タイルを加工して作成  
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■全国における高齢運転者による死亡事故件数の推移 

全国における 75 歳以上の高齢運転者による交通死亡事故は、令和 2(2020)年ま

で、減少傾向にありましたが、近年は年々増加しています。また、免許保有者 10

万人当たりの死亡事故件数を比較すると、75 歳以上の運転者による死亡事故件数

は 75 歳未満の運転者による死亡事故件数と比べ、約 2 倍以上多く発生していま

す。 

 

 

出典：令和 6(2024)年における交通事故の発生状況等について(警察庁交通局) 

 

移動 

■年齢別・免許保有状況別 1日あたり平均トリップ数 

自動車運転免許非保有者の平均トリップ数は、自動車運転免許保有者の平均ト

リップ数に比べて少ない傾向にあります。 

 

出典：平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

■75 歳以上高齢運転者（一般原付以上運転）による死亡事故件数 
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■30～45歳女性の就業状況別・子どもの有無別・世帯構成別 1日あたり平均ト

リップ数 

子育て世代として、30～45 歳の女性に着目して、18 歳以下の子どもの有無別、

就業非就業別に比較すると、私事目的の内訳では、子供のいない女性に比べて、

子供のいる女性は送迎トリップの割合が多い傾向が見られます。 

 

出典：平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

■バス停へのアクセス性別の外出率及びバス運行頻度別の外出率 

バス停から 300m 圏内に居住する人の方が、バス停から 300m 以上離れた地域

に居住する方よりも外出している傾向にあります。また、バス停から 300m 圏内

に居住する人の中でも、運行頻度の高いバス停に近い人の方が外出している傾向

にあります。 

 
出典：平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査  
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■外出率と 1日あたり平均トリップ数(グロス生成原※単位) 

男女ともに 65 歳以上の年齢階層で外出している人の 1 日あたりの平均トリッ

プ数は増加していますが、依然として 2 人に 1 人は外出していない状況が見られ

ます。また、15-24 歳の若者の外出率が減少していますが、外出している若者の

トリップ数は微増傾向にあります。 

 

※グロス生成原単位：ある地域に居住する全ての人の平均トリップ数 

出典：平成 11(1999)年、平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査 

 

■年齢階層別男女別平均トリップ数(ネット生成原※単位) 

 

※ネット生成原単位：ある地域に居住する全ての人のうち、外出した人の平均トリップ数 

出典：平成 11(1999)年、平成 30(2018)年 小山市パーソントリップ調査  
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おーバスに関するアンケート 

本計画の策定にあたり、令和 7(2025-2026)年度に市民のおーバスの利用状況お

よびニーズを調査するために、おーバスに関するアンケートを実施しました。 

【アンケート実施概要】 

実施時期 令和 7(2025)年 9 月 1日から令和 8(2026)年 3 月 15 日まで 

実施方法 広報おやま令和 7(2025)年 9月号(発行部数：約 56,000 部、自治会経由で自治会

加入世帯へ配布、その他市内行政施設、商業施設等に配布)に、アンケートの実

施についてQR コードを掲載し依頼 

回答者数 461 件 【男性 245 名(53%)、女性 200 名(43%)、その他 16 名(4％)】 

 

1）おーバスの利用頻度 

おーバスの利用頻度については、週１回以上利用している方が約 10%でした。 

■利用頻度についてのアンケート結果 

 

出典：市民アンケート調査(2025-2026) 

※回答者の同居人に関する回答を含む 

2) おーバスの利用目的 

おーバスの利用目的は、「お出掛け・レジャー」が最も多く、「買い物」「通勤」

にも利用されています。 

■利用目的についてのアンケート結果 

 
出典：市民アンケート調査(2025-2026) 

4%

5%

21%

34%

1%

22%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週５以上

週１～４日

月に数回

年に数回

雨の日だけ利用する

ほとんど利用しない

利用したことがない (n=628)

20%

3%

29%

5%

67%

1%

1%

2%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤

通学

買い物

通院

お出掛け・レジャー

市役所での手続き

郵便局・銀行での手続き

業務での移動

その他 (n=375,複数回答)
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3) 運賃の支払い方法 

おーバス運賃の支払い方法については、現金での支払いが主ですが、交通系 IC

カード(令和 7(2025)年 10 月よりおーバス全線対応)、回数券(紙式・モバイル)、

定期券(noroca 定期券※を含む)の普及も進んでいます。 

■支払い方法についてのアンケート結果 

 

出典：市民アンケート調査(2025-2026) 

※回答者の同居人に関する回答を含む 

※noroca 定期券…小山市コミュニティバスおーバス全線乗り放題となる全線共通定期券 

 

4) クルマが使えない方に対して、小山市が保障すべき生活の質 

クルマが使えない方に対して、小山市が保障すべき生活の質としては、「クルマ

が使える人と同じくらいの生活の質が保てるようにする」「最低限の生活の質が保

てるようにする」「現在の公共交通サービスを維持する」などの意見がいずれも

40％前後の回答を得ています。クルマが使えない方の移動が、不自由とならない

公共交通の整備が求められています。 

■クルマが運転できない方に保障されるべき生活の質についてのアンケート結果 

 

出典：市民アンケート調査(2025-2026) 

 

 

58%

11%

8%

8%

1%

1%

13%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現金

交通系ICカード

回数券（紙式・モバイル）

定期券（noroca定期券を含む）

小山市在住80歳以上で運賃が無料

運転免許自主返納によるおーバス無料乗車証

ハーヴェストウォークバス停だけを利用する学生

その他 (n=539)

48%

43%

38%

2%

1%

2%

3%

10%

14%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマが使える人と同じくらいの生活の質が保てるようにする

最低限の生活の質が保てるようにする

現在の公共交通サービスを維持する

クルマが使えない人への対応は縮小する

クルマが使えない人への対応はしない

小山市ではなく自治会等が負担をする

小山市ではなくクルマを使える家族や親族が負担をする

公共交通が便利な場所に引っ越しをする

分からない・回答したくない

その他 (n=461,複数回答)
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5) 交通が不便な地域に住む方※に対して、保障すべき公共交通の質 

交通が不便な地域に住む方に対して、保障すべき公共交通の質として、「食料品・

日用品の買い物」「クリニック・診療所」「新小山市民病院・自治医大・独協医大

等の総合病院」「学校」へのアクセス確保をすべきであるという意見が 50％を超

えています。 

※アンケートでは、便宜上「交通が不便な地域に住む方」＝「地理的な理由により交通手段が限定される

方」としています。 

 

■不便な地域に住む方に保障されるべき公共交通の質についてのアンケート結果 

 

出典：市民アンケート調査(2025-2026) 

 

6) おーバスの満足度 

おーバスに対する総合的な満足度は、33％の方が満足・非常に満足していると

回答しました。項目別では、「運行時間」「定時性」「運行経路」「運賃」「車両」の

項目において、30％以上の方が満足・非常に満足していると回答しています。 

一方で、「運行回数」「鉄道やおーバスへの乗り継ぎ時間」「バス待ち環境」につ

いては満足・非常に満足していると回答した方が 20%前後にとどまっており、特

に「運行回数」については 35%の方が不満・非常に不満と回答しております。 

また、「路線図・時刻表等の配布物」「ホームページ・LINE の情報発信」「モバ

イル定期券・回数券(おーバス noroca)」「バスロケーションシステム」などのデジ

タル技術、情報発信に関する項目については、約 30%の方が満足していると回答

している一方で、「ホームページ・LINE の情報発信」「モバイル定期券・回数券(お

ーバス noroca)」「バスロケーションシステム」については、30％前後の方が分か

らない・回答したくないと回答しております。 

 

 

■バス存続についてのアンケート結果 

72%

38%

71%

55%

54%

29%

25%

34%

31%

37%

11%

16%

2%

10%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品・日用品の買い物に行ける

大型スーパー・ショッピングモールに行ける

クリニック・診療所に行ける

新小山市民病院・自治医大・独協医大等の総合病院に行ける

学校に行ける

児童・学生が塾に行ける

児童・学生が遊びの外出ができる

最寄りの小山市役所の出張所に行ける

小山市役所の本庁に行ける

郵便局・銀行・信用金庫に行ける

大人が習い事に行くことができる

知人・親戚に会いに行くことができる

保障されるべきものは無い

分からない・回答したくない

その他
(n=461,複数回答)
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出典：市民アンケート調査(2025-2026) 
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13%

7%
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7%

19%
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21%
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22%
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33%
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30%

33%
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43%

44%

39%
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35%

38%

35%

18%

25%

11%

13%

16%

3%

8%

17%
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11%

8%

10%
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3%
3%

4%

2%

1%

2%

1%

4%

3%

17%

17%

19%

27%

18%

15%

19%

17%

17%

25%

31%

34%

21%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行時間

運行回数

定時性

鉄道やおーバスへの乗り継ぎ時間

運行経路

運賃

車両

バス待ち環境

路線図・時刻表等の配布物

ホームページ・LINEの情報発信

モバイル定期券・回数券

バスロケーションシステム

乗務員の対応

総合的な満足度

(n=461)

非常に満足 満足 普通 不満 非常に不満 分からない・回答したくない
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利用状況・財務状況 

1）年間利用者数 

 令和 6(2024)年度の路線バス、デマンドバス全体の年間利用者数は 1,301,950

人でした。 

 

2）財務状況 

 会計面で見ると、令和 6(2024)年度の運行経費は 424,910,963 円、利用者負担

は 181,324,207 円、公的負担は 247,517,488 円でした。 

■財務状況 
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■路線別利用実態・財務状況 

 

 

運行経費 運行収入 運行補助額 収支率

平成20年度 145,236,269 50,232,008 97,440,031 34.59%

平成21年度 143,415,200 47,642,239 97,469,646 33.22%

平成22年度 182,086,561 58,286,058 125,012,903 32.01%

平成23年度 200,166,822 73,166,411 125,938,276 36.55%

平成24年度 190,856,873 80,212,954 110,616,319 42.03%

平成25年度 191,901,252 85,812,353 106,179,199 44.72%

平成26年度 201,560,993 92,870,865 109,212,228 46.08%

平成27年度 207,299,512 99,223,081 109,517,446 47.86%

平成28年度 225,419,407 104,326,814 120,272,479 46.28%

平成29年度 237,980,578 111,242,877 125,833,000 46.74%

平成30年度 257,136,882 119,103,997 137,733,383 46.32%

令和元年度 264,754,453 119,366,680 145,093,527 45.09%

令和2年度 339,842,070 124,737,643 205,109,516 36.70%

令和3年度 333,876,684 129,717,400 204,266,447 38.85%

令和4年度 352,291,768 143,789,506 209,869,329 40.82%

令和5年度 376,043,754 163,981,139 215,838,281 43.61%

令和6年度 424,910,963 181,324,207 247,517,488 42.70%

利用者数（合計）／（月平均） 97,777 / 8,148 人 102,689 / 8,557 人

運行経費（合計）／（月平均） 23,881,787 / 1,990,149 円 33,670,666 / 2,805,889 円

運行収入（合計）／（月平均） 9,812,445 / 817,704 円 10,231,080 / 852,590 円

運行補助（合計）／（月平均） 14,069,342 / 1,172,445 円 23,439,586 / 1,953,299 円

平均運賃 100 円 100 円

利用1人当たり補助 144 円 41.1 ％ 228 円 30.4 ％

営業係数

令和5年度

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

（令和6年4月1日～R7年3月31日)
路線名

243

羽川線
H22.10～
運行開始

収支率

329

収支率

利用者数（合計）／（月平均） 71,594 / 5,966 人 76,035 / 6,336 人

運行経費（合計）／（月平均） 28,487,211 / 2,373,934 円 25,885,722 / 2,157,144 円

運行収入（合計）／（月平均） 8,299,919 / 691,660 円 8,363,799 / 696,983 円

運行補助（合計）／（月平均） 20,187,292 / 1,682,274 円 17,521,923 / 1,460,160 円

平均運賃 116 円 110 円

利用1人当たり補助 282 円 29.1 ％ 230 円 32.3 ％

営業係数

令和5年度

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

収支率収支率

路線名

343 309

間々田線
H22.10～
運行開始
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利用者数（合計）／（月平均） 64,622 / 5,385 人 68,831 / 5,736 人

運行経費（合計）／（月平均） 27,003,582 / 2,250,299 円 27,366,198 / 2,280,517 円

運行収入（合計）／（月平均） 10,365,768 / 863,814 円 11,277,850 / 939,821 円

運行補助（合計）／（月平均） 16,637,814 / 1,386,485 円 16,088,348 / 1,340,696 円

平均運賃 160 円 164 円

利用1人当たり補助 257 円 38.4 ％ 234 円 41.2 ％

営業係数

新市民病院
線

H22.10～
運行開始

243

収支率

261

収支率

利用者数（合計）／（月平均） 189,233 / 15,769 人 219,017 / 18,251 人

運行経費（合計）／（月平均） 49,783,790 / 4,148,649 円 55,637,470 / 4,636,456 円

運行収入（合計）／（月平均） 24,077,970 / 2,006,498 円 27,932,772 / 2,327,731 円

運行補助（合計）／（月平均） 25,705,820 / 2,142,152 円 27,704,698 / 2,308,725 円

平均運賃 127 円 128 円

利用1人当たり補助 136 円 48.4 ％ 126 円 50.2 ％

営業係数

令和5年度

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

207

高岳線
H22.10～
運行開始

路線名

収支率収支率

199

利用者数（合計）／（月平均） 82,852 / 6,904 人 87,123 / 7,260 人

運行経費（合計）／（月平均） 25,293,471 / 2,107,789 円 24,670,833 / 2,055,903 円

運行収入（合計）／（月平均） 11,615,747 / 967,979 円 11,676,716 / 973,060 円

運行補助（合計）／（月平均） 16,803,886 / 1,400,324 円 12,994,117 / 1,082,843 円

平均運賃 140 円 134 円

利用1人当たり補助 203 円 45.9 ％ 149 円 47.3 ％

営業係数

令和5年度

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

（令和6年4月1日～R7年3月31日)
路線名

収支率

218

城東中久喜
線

H22.10～
運行開始

収支率

211

利用者数（合計）／（月平均） 106,441 / 8,870 人 112,439 / 9,370 人

運行経費（合計）／（月平均） 21,667,801 / 1,805,650 円 23,646,697 / 1,970,558 円

運行収入（合計）／（月平均） 15,080,867 / 1,256,739 円 16,273,385 / 1,356,115 円

運行補助（合計）／（月平均） 6,586,934 / 548,911 円 7,373,312 / 614,443 円

平均運賃 142 円 145 円

利用1人当たり補助 62 円 69.6 ％ 66 円 68.8 ％

営業係数

令和5年度

収支率

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

145

大谷中央線
H22.10～
運行開始

路線名
（令和5年4月1日～R6年3月31日)

収支率

令和6年度

144
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利用者数（合計）／（月平均） 71,483 / 5,957 人 77,705 / 6,475 人

運行経費（合計）／（月平均） 20,909,736 / 1,742,478 円 22,751,979 / 1,895,998 円

運行収入（合計）／（月平均） 10,071,005 / 839,250 円 10,801,789 / 900,149 円

運行補助（合計）／（月平均） 10,838,731 / 903,228 円 11,950,190 / 995,849 円

平均運賃 141 円 139 円

利用1人当たり補助 152 円 48.2 ％ 154 円 47.5 ％

営業係数

令和5年度

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

211

収支率

路線名

208

収支率

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

土塔平成通
り線

H22.10～
運行開始

利用者数（合計）／（月平均） 27,837 / 2,320 人 38,736 / 3,228 人

運行経費（合計）／（月平均） 24,191,485 / 2,015,957 円 25,864,470 / 2,155,373 円

運行収入（合計）／（月平均） 3,949,515 / 329,126 円 5,349,693 / 445,808 円

運行補助（合計）／（月平均） 20,241,970 / 1,686,831 円 20,514,777 / 1,709,565 円

平均運賃 142 円 138 円

利用1人当たり補助 727 円 16.3 ％ 530 円 20.7 ％

営業係数

令和5年度

483

間々田東西
線

H22.10～
運行開始

（令和6年4月1日～R7年3月31日)
路線名

613

収支率

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

収支率

令和6年度

利用者数（合計）／（月平均） 48,100 / 4,008 人 54,309 / 4,526 人

運行経費（合計）／（月平均） 22,026,606 / 1,835,551 円 23,737,091 / 1,978,091 円

運行収入（合計）／（月平均） 5,732,978 / 477,748 円 6,506,990 / 542,249 円

運行補助（合計）／（月平均） 16,293,628 / 1,357,802 円 17,230,101 / 1,435,842 円

平均運賃 119 円 120 円

利用1人当たり補助 339 円 26.0 ％ 317 円 27.4 ％

営業係数

令和5年度

384 365

 

思川駅線・
道の駅線
H23.10～
運行開始

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

収支率

路線名

収支率

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和6年度

利用者数（合計）／（月平均） 2,819 / 235 人 3,133 / 261 人

運行経費（合計）／（月平均） 8,709,397 / 725,783 円 10,240,980 / 853,415 円

運行収入（合計）／（月平均） 550,900 / 45,908 円 613,300 / 51,108 円

運行補助（合計）／（月平均） 8,709,397 / 725,783 円 10,240,980 / 853,415 円

平均運賃 195 円 196 円

利用1人当たり補助 3,090 円 6.3 ％ 3,269 円 6.0 ％

営業係数 1,581 1,670

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

収支率

（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度

デマンドバ
ス

桑絹エリア
H22.10～
運行開始

路線名

収支率
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利用者数（合計）／（月平均） 1,566 / 131 人 1,589 / 132 人

運行経費（合計）／（月平均） 7,599,717 / 633,310 円 8,650,210 / 720,851 円

運行収入（合計）／（月平均） 299,900 / 24,992 円 315,090 / 26,258 円

運行補助（合計）／（月平均） 7,599,717 / 633,310 円 8,650,210 / 720,851 円

平均運賃 192 円 198 円

利用1人当たり補助 4,853 円 3.9 ％ 5,444 円 3.6 ％

営業係数

収支率

2,534

（令和6年4月1日～R7年3月31日)（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度
路線名

デマンドバ
ス

大谷エリア
H22.10～
運行開始

2,745

収支率

利用者数（合計）／（月平均） 2,660 / 222 人 2,782 / 232 人

運行経費（合計）／（月平均） 9,365,695 / 780,475 円 10,668,807 / 889,067 円

運行収入（合計）／（月平均） 507,300 / 42,275 円 526,800 / 43,900 円

運行補助（合計）／（月平均） 9,365,695 / 780,475 円 10,668,807 / 889,067 円

平均運賃 191 円 189 円

利用1人当たり補助 3,521 円 5.4 ％ 3,835 円 4.9 ％

営業係数

収支率

（令和6年4月1日～R7年3月31日)（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度

デマンドバ
ス

西部エリア
H23.10～
運行開始 収支率

路線名

1,846 2,025

利用者数（合計）／（月平均） 135,307 / 11,276 人 158,574 / 13,215 人
運行経費（合計）／（月平均） 36,440,361 / 3,036,697 円 58,169,488 / 4,847,457 円
運行収入（合計）／（月平均） 15,372,944 / 1,281,079 円 20,802,066 / 1,733,506 円
運行補助（合計）／（月平均） 21,067,417 / 1,755,618 円 37,367,422 / 3,113,952 円

平均運賃 114 円 131 円

利用1人当たり補助 156 円 42.2 ％ 236 円 35.8 ％
営業係数

収支率

（令和6年4月1日～R7年3月31日)（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度

城南循環線
城南・新市
民病院線

収支率

路線名

237 280

利用者数（合計）／（月平均） 12,755 / 1,063 人 21,971 / 1,831 人
運行経費（合計）／（月平均） 19,088,537 / 1,590,711 円 23,694,004 / 1,974,500 円
運行収入（合計）／（月平均） 1,643,467 / 136,956 円 2,558,650 / 213,221 円
運行補助（合計）／（月平均） 17,445,070 / 1,453,756 円 21,135,354 / 1,761,280 円

平均運賃 129 円 116 円

利用1人当たり補助 1,368 円 8.6 ％ 962 円 10.8 ％
営業係数 1,161 926

（令和6年4月1日～R7年3月31日)（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度

渡良瀬ライン

路線名

収支率 収支率

利用者数（合計）／（月平均） 263,881 / 21,990 人 277,017 / 23,085 人
運行経費（合計）／（月平均） 48,468,416 / 4,039,035 円 50,256,348 / 4,188,029 円
運行収入（合計）／（月平均） 46,600,414 / 3,883,368 円 48,094,227 / 4,007,852 円
運行補助（合計）／（月平均） 4,285,568 / 357,131 円 4,637,663 / 386,472 円

平均運賃 177 円 174 円

利用1人当たり補助 16 円 96.1 ％ 17 円 95.7 ％
営業係数

（令和6年4月1日～R7年3月31日)（令和5年4月1日～R6年3月31日)

令和5年度 令和6年度

ハーヴェス
トウォーク

線
収支率 収支率

路線名

104 104
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利用者数（合計）／（月平均） 1,178,927 / 98,244 人 1,301,950 / 108,496 人

運行経費（合計）／（月平均） 376,043,754 / 31,336,980 円 424,910,963 / 35,409,247 円

運行収入（合計）／（月平均） 163,981,139 / 13,665,095 円 181,324,207 / 15,110,351 円

運行補助（合計）／（月平均） 215,838,281 / 17,986,523 円 247,517,488 / 20,626,457 円

平均運賃 139 円 139 円

利用1人当たり補助 183 円 43.6 ％ 190 円 42.7 ％

営業係数

（令和6年4月1日～R7年3月31日)

229 234

合計

収支率 収支率

令和6年度令和5年度

（令和5年4月1日～R6年3月31日)
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前計画の達成状況の評価 

令和 5(2023)年 2 月策定時に設定した前小山市地域公共交通計画の評価を示します。 

視点 
評価したい 

事柄 
指標 

前計画 

実績値 

前計画 

目標値 

(令和 8(2026)

年) 

実績 

(令和 8(2026)

年) 

次期計画目標値 

(令和 13(2031)

年) 

収集方法 

都市軸の形成､

中心市街地活性

化､コンパクト･

プラス･ネット

ワークの実現 

公共交通の利便

性をどれだけ高

められたか 

利便性の高いバ

ス人口カバー率 

25％ 33％ 

64.5% 

(令和 8(2026)年

3 月時点) 

ピーク時毎時 2

本、オフピーク

時毎時１本 小山市 

脱炭素・環境

負荷軽減 

どれだけ多くの

人が公共交通中

心の生活に転換

したか 

お ー バ ス 小 山

駅・間々田駅１

日平均乗降数 

小山駅： 

1,647 人 

小山駅： 

2,500 人 

間々田駅： 

200人 

小山駅 3,483 人 

間々田駅 197 人 

(令和 6(2024)年

度実績) 

小山駅： 

4,000 人 

間々田駅： 

270人 

小山市 

 おーバス 

年間利用者数 

732,032 人 

[令和 3(2021) 

年４月] 

106万人 
1,384,550人(令

和 7(2025)年度) 
185万人 小山市 

 市民一人当たり

の小型車走行台

キロ 
18.4  

台キロ/日 

16.0 

台キロ/日 

－ 

11.6 

台キロ/日 

(令和 3(2021)

年度 

実績) 

次期計画は削除 国土交通省全国

道路・街路交通情

勢調査、国勢調査

※都市モニタリ

ングシート 

渋滞緩和に向け

特にインパクト

の大きい通勤･

通学トリップに

おいてどれだけ

公共交通への転

換が進んだか 

定期券の保有者

数 

(一般・学生) 

299人 

[令和 3(2021)

年４月] 

500人 

907人 

(令和 8(2026)年

3 月実績) 

1,400 人 

(学生 500 人) 小山市 

小山市内の主要

渋滞箇所数 
35 箇所 

[令和元(2019)

年３月] 

30 箇所 

28 箇所 

(令和 6(2024)年

度 

実績) 

次期計画は削除 道路行政マネジ

メントを実践す

る栃木県会議 

交通事故 

削減 

交通事故削減に

向けて高齢者の

公共交通への転

換が進んだか 

バス無料乗車券

年間利用回数 

24,005 回 

[令和 3(2021)

年４月] 

3.5万回 67,715回 次期計画は削除 

小山市 

  定期券保有者数

(一般､高齢者・

障がい者・小学

生) 

227人 

[令和 3(2021) 

年４月] 

550人 519人 

(令和 8(2026)年

3 月実績) 

次期計画は削除 

定期券保有者数

に統合 
小山市 

渋滞緩和    脱炭素・ 環境負荷軽減 に同じ  

産業振興 クルマがなくても

働く場を制約され

ない環境をどれだ

け生み出せたか 

定期券保有者数 

(一般) 

177人 

[令和 3(2021) 

年４月] 

400人 290人 

(令和 8(2026)年

3 月実績) 

次期計画は削除 

定期券保有者数

に統合 
小山市 

余暇 余暇や私事活動

での公共交通の

利用をどれだけ

高められたか 

ハーヴェストウ

ォーク線のバス

乗降客数 

218,005 人 

[令和 2(2020)

年４月] 

250,000 人 299,572 人 次期計画は削除 

小山市 

  小山駅周辺の歩

行者数 

2,479 人 

[平成 30(2018) 

年４月] 

2,620 人以上 2,258 人 

(令和 4(2024)年

度実績) 

次期計画は削除 小山駅周辺交通

量調査(3 月期調

査)全体歩行者量 

  「スマホ de noroca」

×「おーラジカード」

の連携定期券サービ

ス発行枚数 

55 人 

[令和 4(2022)

年 3 月] 

90 人 213人 次期計画は削除 

小山市 

観光振興 どれだけ多くの

観光客が公共交

道の駅線のバス

乗降客数 

15,652人 

[令和 2(2020)

20,000人 29,796人 次期計画は削除 
小山市 
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視点 
評価したい 

事柄 
指標 

前計画 

実績値 

前計画 

目標値 

(令和 8(2026)

年) 

実績 

(令和 8(2026)

年) 

次期計画目標値 

(令和 13(2031)

年) 

収集方法 

通を利用したか 年 4 月] 

健康 どれだけ多くの

人が公共交通を

利用して外出し

たか 

おーバス年間利

用者数 

732,032 人 

[令和 3(2021) 

年４月] 

106 万人 1,384,550人 次期計画は削除 

小山市 

くらし 通勤･通学及び

高齢者の外出で

公共交通利用を

どれだけ高めら

れたか 

定期券保有者数 299人 

[令和 3(2021) 

年４月] 

500人 1,136 人 1,400 人 

(学生 500 人) 小山市 

バス無料乗車券

年間利用回数 

24,005回 

[令和 3(2021)

年４月] 

3.5万回 67,715回 次期計画は削除 

小山市 

生活支援・ 

活動機会の

確保 

モビリティ制約

がどれだけ緩和

したか 

年間免許返納者

数(75 歳以上) 

480人 

[平成 30(2018)

年４月] 

550人 395人 

(令和 6(2024)年

度実績) 

400人 小山警察署 

乗用車の世帯当

たり保有台数の

推移 

1.46 台/世帯 1.46 台/世帯 1.5台 次期計画は削除 小山市統計年

報および小山

市住民基本台

帳より算出 

高齢者の免許非

保有者外出率／

免許保有者外出

率の比率 

58.5% 60% 50.1% 次期計画は削除 小山市総合計画

策定時の市民満

足度調査に質問

項目を追加 

政策推進 行政として計画

の実現に向けて

どれだけ役割を

果たしてきたか 

公共交通投資額 205,110 千円 205,110 千円

～ 

247,517 千円(令

和 6(2024)年度

実績) 

247,517 千円～ 

小山市 

公共交通サービ

スが市民のニー

ズを満たせてい

ることの主観的

評価 

市民の公共交通

への満足度(コ

ミュニティバス

の運行に満足＋

やや満足) 

18.3 % 20 % 18.1% 22% 

小山市総合計

画策定時の市

民満足度調査 

効率性確保 政策実現にあた

っての効率性の

確保 

キロ当たり運行単価

の低減(路線バスの

み。燃料代・運転士人

件費を除く) 

308.4 円 305円 330.95円 北関東ブロック標

準経常費用以下

(キロ当たり運

行単価に変更) 

小山市 

燃料代増加、運

転士人件費増加

の影響は除く。 

収支率 おーバス全路線

収支率 

効率的な運行 36.7％ 40％ 42.7% 

(令和 6(2024)年

度実績) 

45%以上 

小山市 
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上位・関連計画が示す公共交通の役割 

本市の公共交通は、田園環境都市おやまビジョンにおいて、行政分野別ビジョ

ンの公共交通の分野で、目指すべき 30 年後の姿として、「公共交通で市内がつな

がり過度に自家用車に依存しないまち」「事故や渋滞のない、安全で円滑な交通環

境」「最小の経費で最大の効果を生む、公共サービスとして持続可能な公共交通」

を掲げています。①目的に応じた多様な交通サービスとの相互連携・ 補完が図ら

れることで継ぎ目のない移動が可能となり、自家用車を持たない人も移動しやす

い、移動格差のないまちや、②公共交通利用者の増加に伴い、過度な自動車依存

が解消しているまち、③公共交通が移動手段としてだけでなく、脱炭素・ 環境負

荷軽減、交通事故削減などの視点からも、その必要性が十分に認知され、道路、

上下水道などのインフラ施設同様、市民の生活を支える、維持すべき都市機能と

しての位置付けが確立しているまちを目指すこととしています。 

また、第９次小山市総合計画の中で公共交通は、計画が掲げる将来像「自然の

豊かさと都市の活力が共存・持続するまち田園環境都市おやま」を実現するため

の手段との位置づけです。基本政策４として、都市基盤政策である「誰もが便利

で快適に過ごすことができ、自然災害や犯罪、交通事故への備えも万全で、安心

して楽しく出歩けるまち」において、①公共交通で市内がつながり、過度に自家

用車へ依存しないまち、②事故や渋滞のない、安全で円滑な交通環境、③最小の

経費で最大の効果を生む、公共サービスとして持続可能な公共交通を目指すこと

としています。 

小山市都市と緑のマスタープランでは、『「都市環境」と「田園環境」が調和した

緑の都市づくり』を基本理念として、基本目標である「恵まれた田園環境に囲ま

れたコンパクトで輝くまちのネットワーク化」の実現に向け、公共交通体系の整

備を図る上で、鉄道とコミュニティバスを基幹的な公共交通軸として位置付け、

小山駅を中心とした各拠点とのアクセスを確保した公共交通ネットワークの形成

や車が無くても、徒歩や公共交通機関によって、どこにでもアクセスできる利便

性の確保を目指すこととしています。 

小山市立地適正化計画においても、本市が目指すまちづくりの方針の一つに、

「公共交通ネットワークの充実」が挙げられており、拠点から離れた地域におい

ても、公共交通ネットワークの充実により、多様な都市機能が集積する拠点に容

易にアクセスし、各種都市機能のサービスを享受可能な都市の形成を進めていく

こととされています。 

このように、これらの計画を念頭に、本市の公共交通は、市民の移動利便性向

上、環境負荷軽減、交通安全の確保、そして将来に渡り持続可能なサービス設計

を目指しております。 

一方で、公共交通は、将来都市像の実現に資する他の行政領域とも代替的・補

完的な関係にあるため、その他の関連する個別計画においても、その分担領域に

おいて連携を図る必要があります。 
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政策動向 

近年、国際的には持続可能な開発目標（SDGs）やカーボンニュートラルの実現

に向けた取組が進められるとともに、国内外で環境・脱炭素を重視した政策が加

速しています。こうした動きは、エネルギー分野にとどまらず、都市構造や交通

のあり方にも大きな影響を及ぼしています。 

小山市においては、環境や脱炭素に関する複数の計画・ビジョンが近年策定さ

れており、それぞれの計画の中で、交通は重要な施策分野の一つとして位置づけ

られています。 

「田園環境都市おやまビジョン」では、都市と田園環境が調和したまちの将来

像を掲げ、その実現に向けて、人の移動や物流のあり方が環境負荷や暮らしの質

に与える影響を重視しており、自動車に過度に依存しない移動環境の形成や、都

市機能が集積する拠点へのアクセス性の確保など、交通を通じた持続可能な都市

構造の構築が求められています。 

また、「小山脱炭素ロードマップ」では、2050 年カーボンニュートラルの実現

に向けた具体的な取組の方向性が示されており、その中で交通分野は温室効果ガ

ス排出削減の重要な対象分野とされており、公共交通の利用促進や次世代交通技

術の活用、移動の効率化などを通じて、二酸化炭素排出量の削減を図ることが位

置づけられています。 

さらに、「第 4 次小山市環境基本計画」では、「人と自然が共生し、未来につな

ぐ田園環境都市おやま」を環境像として掲げ、気候変動対策や資源循環、生物多

様性の保全などを総合的に推進する中で、交通の役割が明確に示されています。

特に、「交通のカーボンニュートラル化の促進」が重点的な取組の一つとされてお

り、公共交通の充実や移動手段の見直しが、環境負荷低減と快適な生活環境の両

立につながるものとして位置づけられています。 

このように、小山市では複数の計画やビジョンにおいて、交通が環境政策や都

市づくりと密接に関係する分野として整理されており、公共交通の充実や移動の

あり方の見直しが、持続可能なまちづくりを進めるうえで共通の重要課題となっ

ています。本計画においても、これらの関連計画との整合を図りながら、環境負

荷の低減と市民の暮らしの質の向上を両立する地域公共交通の再構築を進めてい

きます。 

■小山市の環境・脱炭素の計画・ビジョン 

 

出典：おやま脱炭素ロードマップ（令和 7（2025）年 1月）  
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2-1-2. 地域公共交通の課題 

小山市のコミュニティバスには、以下のような意見や要望が寄せられています。 

・小山駅で乗り継ぎをせずに市内の商業施設や病院に行けるバス路線を新設

して欲しい。 

・市内で慢性的な交通渋滞が発生する地区ではバスが遅延することが多い。

時刻表を見直すなどの改善を図って欲しい。 

・新たに住宅開発が進む地区ではバス利用者の増加が見込まれる。バス路線

の見直しや新たにバス停を設置して欲しい。 

・雨天時はバス利用者が増え乗り切れない時があるので改善して欲しい。 

・小山運運動公園まで路線バスを運行して欲しい。 

・バスの一日乗車券を導入して欲しい。 

・バス停に屋根やベンチを設置して欲しい。 

・JR 小山駅西口バス停の屋根の下に照明を設置して欲しい。 

・バスの利便性を高めるため増便して欲しい。 

・地域の個人病院をデマンドバスの乗降場として設定して欲しい。 

・デマンドバスで行ける施設に隣接市町の商業施設を加えて欲しい。 

・デマンドバスは乗車できる人数が少ないため改善して欲しい。 

・デマンドバスの利用方法を詳しく教えて欲しい。 

・８０歳以上は運賃無料を継続して欲しい。 

・駅で電車や新幹線との乗り継ぎを考慮したバス運行をお願いしたい。 

・運転士の接客態度、交通マナーを改善して欲しい。 

・免許を返納したらバスが無いと困る 

 ・行政だけでバスを充実させるのは難しいと考える。バス事業を支援してく

れる企業を見つけて連携できると良い。 

・大型免許取得している人材の紹介、運転士採用イベントの実施を支援して

ほしい 

  ・採用の応募者は減少傾向。勤務時間・休日等が他業種と比較され敬遠され

がちなので乗務員募集のＰＲなど行政と連携できないか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

また、小山市の地域公共交通を取り巻く課題は、人口減少・高齢化の進行、移動

需要の多様化、交通事業者の経営環境の変化など、複合的な要因が重なり合って

顕在化しています。これらの課題を的確に把握し、実効性のある施策につなげて

いくため、本計画では課題を(観点①)公共交通軸と都市拠点の充実・保証、(観点

②)「交通空白」における移動の確保、(観点③)持続可能性・実現可能性の確保 の

3 つの観点から整理しています。以下では、それぞれの観点に基づき、小山市が

直面する主な課題を体系的に示します。 

 

観点① 公共交通軸と拠点の充実・保証 

小山市の公共交通は、鉄道駅を中心に一定の基盤が形成されていますが、地域

拠点との結びつきや路線・ダイヤの調整など、より使いやすい体系へ向けた改善

の余地があります。今後は、都市の骨格となる公共交通軸をより機能的に整備し、

市内主要拠点へのアクセス性向上を図ることが求められます。 

 

観点② 「交通空白」における移動の確保 

郊外部では、交通手段が限られる地域や利用者が少ない地域が存在し、高齢化

の進行に伴って移動の確保が一層重要となっています。地域の実情に応じた移動

支援を充実させ、生活に必要な移動機会を継続的に確保していくことが求められ

ます。 

 

観点③ 持続可能性・実現可能性の確保 

公共交通を取り巻く環境は、事業者の人員確保や財政負担の増加などにより、将

来的なサービス維持に課題が見られます。安定した運行体制を将来にわたり維持

していくため、効率性の向上や事業者間の連携強化など、持続可能な仕組みづく

りが求められます。 
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地域公共交通が目指す姿、方向性 

3-1. 第 3章 地域公共交通が目指す姿 

目指す将来のまちの姿と方向性 

小山市総合都市交通計画において目指す将来都市像等を前提に、公共交通体系

の基本理念を示します。 

【目指す将来都市像(前提)】 

・立地適正化計画で位置づけられた拠点(中心拠点、地域拠点、地域コミュニ

ティ拠点、新市街地)の機能強化と連携によるコンパクト・プラス・ネット

ワークのまちづくり 

・中心拠点を中心とした都市機能の集積促進とまちなかへの居住の誘導 

・広域連携軸の活用による県内外の広域的な連携の強化 

■小山市の都市の骨格構造 

 

出典：小山市立地適正化計画 

計画の基本理念 

小山市地域公共交通計画の基本理念は、前計画と同様に以下のとおり定めます。 

【基本理念】小山に生きる、おーバスが活きる 
～マイカー無しでも便利な移動サービスと豊かな生活を、 

小山市民・小山への来訪者に提供する～ 

 

(１)おーバスを便利なバスへ 

(２)その他交通手段との連携により移動サービスの充実へ 

(３)生活サービスとの連携により、まちや地域全体の活性化へ 

 

 この基本理念は、小山での豊かで快適な暮らし(小山に生きる)を、小山市民自身

の公共交通(おーバス)が多面的に支える(おーバスが活きる)ことを示します。 
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バスの語源は omnibus(オムニバス)といい、バスだけでなくかつての乗合馬車

など「多くの乗客が一緒に乗る乗り物」を指しています。  
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3-2. 公共交通サービスの目標(地域公共交通計画の基本目標) 

3-2-1. 公共交通政策における領域区分の考え方 

望ましいまちと暮らしを実現するプロセスにとって、公共交通の固有の意義は

主に次の２つが挙げられます。 

⚫ まとめて運ぶこと → 効率的な交通が可能に。 

⚫ 運転士が乗客の代わりに運転すること → マイカーを自由に使えない住民

に移動手段を提供する。 

これらのメリットは同時に発揮されることもあれば、どちらかしか発揮されな

いときもあります。小山市では、公共交通の「使いどころ」の違いに着目し、望

ましいまちと暮らしを実現するプロセスにおいてそれぞれの役割を的確に発揮さ

せるために、公共交通の政策と供給の領域を大きく次の 2 つに分けることにしま

す。 

 一方で、運転士不足、燃料費等の高騰、車両更新、デジタル化対応などにより、

サービスを続ける力そのものが計画の成否を左右する状況にあります。 

そこで本計画では、従来の「都市交通領域」「生活支援交通領域」に加え、後段

の施策体系と整合するよう、これらを横断して支える視点として「交通サービス

の持続可能性の確保」を明確に位置づけ、公共交通政策の領域を次の 3 つに整理

します。 

 

■公共交通政策における領域区分 

政策領域 
主に発揮させる 

公共交通の役割 

取組の基本路線 

(代表的な考え方の例) 

対象とする区

域 

都市交通領域 
まとめて運ぶ 

こと 

利便性の高い公共交通サービスの供給

により、マイカーを削減する。 

あわせて、マイカーを自由に使えない住

民の活動機会の確保を図る。 

立地適正化計画

に定める居住誘

導区域および都

市機能誘導区域 

生活支援交通

領域 

代わりに運転する

人がいること 

マイカーの削減は目指さない。 

マイカーを自由に使えない住民の活動

機会の確保のために、個別的な輸送サー

ビスを供給する。 

上記以外 

交通サービス

の持続可能性

の確保(横断領

域) 

サービスの存続を

支えること 

上記 2 領域のサービスを将来にわたり

維持・改善するため、運行の効率化、担

い手確保、収支改善、官民連携、デジタ

ル化、レジリエンス(災害時の運行継続

等)など、提供体制そのものを強化する 

市全域 
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3-2-2. 地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿 

本節では、小山市総合都市交通計画が掲げる将来都市像や目標体系との整合を

図りつつ、全ての市民のウェルビーイングの実現を最大の目的とする「田園環境

都市おやまビジョン」との整合も踏まえ、公共交通が担うべき役割を整理します。 

田園環境都市おやまビジョンでは、行政が担う役割を「ひと」「まち」「しくみ」

の 3 つのテーマに分け、公共交通を含む 17 分野で 30 年後の姿を描いています。 

本計画の目標体系もこれに倣い、公共交通を「暮らし(ひと)を支える基盤(まち・

しくみ)」として捉え直したうえで、都市交通領域・生活支援交通領域・交通サー

ビスの持続可能性の確保(横断領域)の 3 領域で、公共交通により実現を目指す目

標と暮らしの姿を次のとおり設定します。 

■地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿(都市交通領域) 

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

拠点連携と回遊

性の向上による

都市の活力創出 

拠点がつなが

り、回遊とにぎ

わいが生まれる

まち 

 駅や市街地、身近な地域拠点へ公共交通で気軽に出かけられるまち 

 用事のついでに立ち寄りや寄り道がしやすいまち 

 市内外から訪れた人が、迷わず移動し、まちを歩いて回れるまち 

 時刻や乗り方が分かりやすく、はじめてでも使いやすいまち 

 スマートフォンや案内表示で、迷わず移動できるまち 

安全・安心で環

境に配慮した移

動環境の形成 

安全・安心で、環

境にやさしく、

災害時にも頼れ

る交通があるま

ち 

 交通事故に遭わず、被害者にも加害者にもならないまち 

 歩いていて、自動車にヒヤリとしないまち 

 クルマに頼りすぎなくても、安心して移動できるまち 

 騒音や排気ガスが少なく、落ち着いて暮らせるまち 

 災害時やトラブルが起きたときも、必要な移動が確保されるまち 

多様な活動機会

を支える移動手

段の確保 

学び・働き・交流

の機会が広がる

まち 

 クルマがなくても、通勤・通学や用事に困らないまち 

 学生が、放課後や休日に活動しやすいまち 

 家族や友人に会いに、気軽に出かけられるまち 

 市外から来た人も、公共交通で小山の魅力に触れられるまち 

■地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿(生活支援交通領域) 

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

日常生活を支
える移動手段
の確保 

誰一人取り残
されず、安心し
て暮らし続け
られるまち 

 通院や買物など、日常生活に必要な移動に困らないまち 
 高齢者になっても、外出をあきらめずに暮らせるまち 
 (高齢者になり)運転に不安を覚えたら、生活の質を下げずにク
ルマを手放せるまち 

 家族がいなくても、安心して外出できるまち 

■地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿 

 (交通サービスの持続可能性の確保：横断領域) 

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

将来にわたり

公共交通を維

持する持続可

能な運営 

必要な交通サ

ービスが将来

にわたり維持

されるまち 

 今ある公共交通が、これからも当たり前に使えるまち 

 将来世代も、移動に困らず暮らせるまち 

 地域の実情に合った交通サービスが、無理なく続いているまち 
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地域公共交通が目指す姿の実現に向けた施策・事業 

4-1. 公共交通サービスの設計方針  

本計画では、第２章で整理した観点、①公共交通軸と拠点の充実・保証、②「交

通空白」における移動の確保、③持続可能性・実現可能性の確保の３つを踏まえ、

公共交通が担うべき役割を「都市構造の骨格を支える交通」、「生活基盤を下支え

する交通」、「サービスを将来にわたり維持・発展させる交通」の３つの側面から

整理し、それぞれに応じたサービス設計方針を定めます。 

都市交通領域(「都市構造の骨格を支える交通」) 

居住誘導区域・都市機能誘導区域内の公共交通は都市交通領域のものとし、各

地区において順次基本的なサービスレベル(後述の基本目標)を早期に満たすこと

を目指します。そのうえで、需要量に応じたサービス供給水準とすること(利用者

の多い地域にはより多くの便数を走らせることなど)を妨げません。 

生活支援交通領域(「生活基盤を下支えする交通」) 

居住誘導区域・都市機能誘導区域の外の公共交通は生活支援交通領域と位置づ

けます。 

公的資金に多くを頼る生活支援交通の地域間の公平性については、いくつかの

考え方があります。 

⚫ 地域間で行政の投資額を等しくするという考え方 

⚫ 地域間でサービスレベル(最寄りバス停や運行本数)を等しくするという考

え方 

⚫ 住民が最終的に得られる活動機会(アウトカム)を均等化するように交通サ

ービスの設計を行う考え方 

小山市では、中心部からの距離による差異や、各地域の医療や買い物などの生

活機能の差異をも考慮したうえで、３つめの住民が最終的に得られる活動機会(ア

ウトカム)を均等化するように交通サービスの設計を行う考え方に基づき取り組

みを行います。 

3 つ目の考え方は、直接は目に見えない「活動機会の獲得水準」を目印にする

点でその達成はより高いハードルを課すものですが、小山市としては可能な限り

「活動機会の均等化」の考え方で取り組みます。 
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■生活支援交通の公平性に関する考え方 

 (小山市は「活動機会の公平性」に基づいて政策を推進) 

 

交通サービスの持続可能性の確保(「サービスを将来にわたり維持・発展させる交通」) 

持続可能性領域では、公共交通を安定して提供し続けるために必要な運行体制、

財政、担い手の確保など、サービス供給側の基盤を強化することを目的とします。 

人口減少や高齢化の進行に伴って利用ニーズが変化する一方で、運転士不足の

深刻化、車両更新費の増大、燃料費の高騰など、運行事業者を取り巻く環境は厳

しさを増しています。 

こうした状況下において公共交通を持続可能な形で維持・改善していくために

は、単に路線や本数の見直しを行うだけでなく、運行効率の向上、デジタル技術

の活用、働き手の確保・育成、財源の確保など、多角的な取組が不可欠です。 

本領域では、都市交通領域・生活支援交通領域を支える供給基盤としての公共

交通を強化するため、運行の効率化や運転士の労働環境改善、財政負担の適正化、

地域との協働体制の構築など、公共交通が長期にわたり持続的に機能する仕組み

づくりに取り組みます。 
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4-2. 施策の設定 

本節では、第２章で整理した課題と、第３章で示した公共交通が目指す姿を踏

まえ、小山市の地域公共交通の実現に向けて実施する施策を、①都市交通領域、

②生活支援交通領域③交通サービスの持続可能性の確保(横断領域)に体系化し、

それぞれについてハード整備(インフラ整備)とソフト施策(運行・制度・サービス)

の両面から総合的に整理します。(具体的に取り組む内容は 4-3. 施策の内容に別

途記載) 

 

都市交通領域 

●居住誘導区域・都市機能誘導区域内の移動を支える公共交通 

小山駅を拠点とする都市軸の形成と、中心市街地と周辺住宅地との結節を強化

し、マイカーを使用しなくても日常生活や通勤・通学が円滑に行える都市構造の

実現を目指した取り組みを進めます。 

このため、既存の路線バスの利便性向上とともに、交通結節点の整備、自転車

との連携など、都市全体の移動環境を支える施策を実施します。 

■都市交通領域において実施する施策 

政策領域 区分 施策 施策内容 

(１) 
都市交通 
領域 

ハード 
整備 

①バス停・交通結節点
の機能強化 

●バス待ち環境の整備 
●バス案内看板・デジタルサイネージ
の整備 

②サイクル＆バスラ
イドの拡充 

●既存施設(18 箇所)の機能改善 
●施設の増設 
●利用促進 

ソフト 
施策 

③都市交通サービス
の設計、既存路線の
利便性向上(ダイヤ
改正・新規路線・増
便・運行経路見直
し・延伸など) 

●現在の運行体系の継続 
●新たな運行経路の設置 
●運行回数の基本水準向上(ピーク時
毎時２本、オフピーク時毎時１本の
提供) 

●土地利用形態や地域事情に応じた
運行計画の見直し 

●利用者数に応じた路線の増便・車両
大型化・続行便等検討 

④MaaS※・キャッシ
ュレス決済の推進 

●noroca(共通定期券)の普及促進 
●キャッシュレス決済の促進 
●一日乗車券の導入 

⑤公共交通情報デー
タの活用 

●バスロケーションシステム※を活
用したダイヤの適正化 

●遅延状況、混雑状況等のリアルタイ
ム情報提供 

●SNS・web での案内強化 
⑥モビリティ・マネジ
メント(MM)※の推
進 

●学校・企業・転入者向けモビリティ・
マネジメント(MM)の実施 

●観光施設イベントとの連携 
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※MaaS…“Mobility as a Service”の略。出発地から目的地までの移動ニーズ

に対して最適な移動手段をシームレスに一つのアプリで提供するなど、

移動を単なる手段としてではなく、利用者にとって一元的なサービスと

して捉える概念のこと。 

※バスロケーションシステム   …GPS 等を用いてバスの位置情報を収集し、バス

停の表示板やスマートフォン等にバスの現在の走

行位置、停留所への到着時間等の情報を提供する

システム。 

※モビリティ・マネジメント(MM)…1 人 1 人のモビリティ(移動)が、社会的にも個

人的も望ましい方向(過度な自動車利用から公

共交通等を適切に利用する等)に変化すること

を促すコミュニケーションを中心とした交通政策。 

 

生活支援交通領域 

●郊外部における移動困難者の生活機会確保 

マイカー利用が困難な方の生活を支えるため、通院・買い物など生活の基礎と

なる移動機会を保障することを目的とした、地域特性に応じた柔軟なサービス設

計を行い、効率性と公平性の両立を図ります。 

デマンド交通やタクシーの活用、免許返納者への支援などにより、移動に不安

を抱える市民の生活を支える施策を展開します。地域や利用者の声を反映しなが

ら、柔軟な運行改善を進めていきます。 

■生活支援交通領域において実施する施策 

政策領域 区分 施策 施策内容 

(２) 
生活支援 
交通領域 

ハード 
整備 

①利用しやすい乗降
環境の整備 

●乗降場所の適宜設置 
●公民館等のコミュニティ拠点や医療
機関・商業施設の乗降場所改善 

●高齢者向け案内板の設置 
●地域拠点内の案内掲示の改善 

ソフト 
施策 

②生活支援交通(デマ
ンド交通等)の運行 

●ＡＩデマンドバスの運行 
●デマンドバスの輸送力強化に伴う車
両の導入 

③住民の活動機会に
着目したサービス
設計 

●医療・商業機能の不足エリアの重点
的なサービス確保 

●通院機会の確保 
●買い物・社会参加機会の確保 

④免許返納者・高齢者
への支援を促す取
り組み 

●おーバス終身無料乗車券の維持 
●高齢者の移動相談と公共交通移行支
援 

⑤地域回遊・観光アク
セスの補助的機能 

●生活支援の延長としての市内観光・
レクリエーション施設・季節イベン
ト等へのアクセスの配慮 
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交通サービスの持続可能性の確保 

●市域全域における持続可能な交通サービスの提供 

公共交通サービスを将来にわたり安定的に提供し続けるためには、人口減少や

高齢化の進行、運転士不足、運行コストの増大などを踏まえ、経営・財政面から

の持続可能性を確保することが重要です。 

本領域では、都市交通領域および生活支援交通領域の取組を下支えする供給基

盤として、運行の効率化やコスト構造の改善、公共交通財政の見える化、地域や

企業との協働による費用分担の検討などに取り組みます。 

これらの取組を通じて、限られた財源を有効に活用しながら、公共交通サービ

スの経営の安定化を図り、将来にわたり持続可能な公共交通の維持・確保を目指

します。 
■交通サービスの持続可能性の確保において実施する施策 

政策領域 施策 施策内容 

(３) 
交通サービ
スの持続可
能性の確保 

①運営・財政・人材の
最適化 

●運行・サービスの効率化 
●運転士確保・労働環境の改善 
●車両・運行基盤の最適化 
●利用促進と収入基盤の強化 
●公共交通の経費・投資の最適化 
●レベル４自動運転バスの実現に向けた取
り組み 

②地域との協働によ
る公共交通の維持・
改善 

●地域ニーズの把握と運行改善 
●地域による支援体制の構築 
●地域・企業との費用分担の仕組みづくり 

③利用促進による収
入基盤の安定化 

●利用定着による収支改善 
●公共交通の市民理解醸成 
●隣接市町を結ぶコミュニティバスの検討 
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4-3. 施策の内容 

4-3-1. 都市交通領域 

施策番号 (１)-① 施策名 バス停・交通結節点の機能強化 

取組内容 ●バス待ち環境の整備（継続実施） 

✓ 安全にバスを待ち、乗降できる場所となるよう、既存・新設バス停

ともにバス待ち環境の改善を図ります。 

✓ 利用が多い停留所では、雨天時でも快適にバスを待てる上屋、座っ

てバスを待てるベンチ、運行経路や乗り継ぎ拠点が一目でわかる

案内看板、バス乗降箇所の段差解消やスリップ防止のための舗装、

夜間におけるバス利用者の視認性・安全対策として照明を整備し

ます。 

●バス案内看板・デジタルサイネージの整備（小山駅東口駅前広場再

整備事業に併せて実施） 

✓ JR 小山駅では、バスの行先方向別に乗り場を分け、さらに行先が

一目で分かる案内看板を設置します。 

✓ 駅前広場には、バス利用者に向けたバス運行情報、乗り換え案内、

観光・イベント情報などを提供するためのデジタルサイネージを

整備します。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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施策番号 (１)-② 施策名 サイクル＆バスライドの拡充 

取組内容 ●既存施設(18箇所)の機能改善（継続実施） 

✓ バス停や自転車駐輪場に利用方法を分かりやすく説明するための

案内板を設置します。 

✓ 自転車を停めやすく、盗難防止が図れる施設として、機能改善を図

ります。 

路線 バス停 自転車駐輪場 

羽川線 羽川交差点西バス停 とりせん羽川店 
 羽川小学校前バス停 旧桑公民館 
 羽川郵便局前バス停 JAおやま桑支店 

 間々田線 西堀酒造前バス停 西堀酒造 
 温水プール館前バス停 県南体育館 

高岳線 イオンモール小山前バス停 イオン小山店 

城東中久喜線 イオンモール小山前バス停 イオン小山店 

 イオンモール小山南バス停 イオン小山店 

土塔平成通り線 たいらや前バス停 たいらや犬塚店 

大谷中央線 とりせん小山東店バス停 とりせん小山東店 
 JAおやま大谷支店前バス停 旧大谷公民館 
 中央福祉医療専門学校バス停 とりせん小山土塔店 

思川駅線 豊田公民館バス停 豊田公民館 

道の駅線 下石塚バス停 穂積公民館 
 道の駅バス停 道の駅思川 

間々田東西線 美しが丘とりせん前バス停 とりせん美しが丘店 

城南循環線(左回り) 城南公園入口バス停 ゆめまち 

城南循環線(右回り) 城南公園入口バス停 ゆめまち 

城南・新市民病院線 城南公園入口バス停 ゆめまち 

渡良瀬ライン 県南体育館前バス停 県南体育館 

 西堀酒造前バス停 西堀酒造 

 しらさぎ館前バス停 しらさぎ館 

桑東部絹路線 高椅神社前バス停 高椅神社 

 絹公民館前バス停 小山市消防署絹分遣所 

●施設の増設（継続実施） 

✓ バス停まで自転車を利用する方の利便性向上のため、サイクル＆

バスライド施設を市内各出張所内に設置するなど、施設の増設を

目指します。 

●利用促進（継続実施） 

✓ バス停への案内掲示、市広報やホームページにて市民への周知を

行い、利用機会を促進します。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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施策番号 (１)-③ 施策名 都市交通サービスの設計、既存路線の利便性向上

(ダイヤ改正・新規路線・増便・運行経路見直し・延伸など) 

取組内容 ●現在の運行体系の継続（継続実施） 

✓ コミュニティバス事業の安定した運用を堅持するため、小山駅な

どの主要結節点(ハブ)を中心に、各路線(スポーク)を効率的に接

続させることで運行体系(ハブ＆スポーク方式)を強化し、乗継ぎ

利便性の向上とネットワーク全体の一体化を図ります。 

✓ 複雑な循環ルートではなく、単純な往復型(行き→帰り)の運行方

式を基本として維持(単純往復方式の維持)することにより、経路

や乗り継ぎ場所が分かりやすく利用者にとって負担の少ない運行

体系を図ります。 

●新たな運行経路の設置（令和８年度実施） 

✓ 従来のハブ＆スポーク方式によらない、駅を経由せず市内の主要

施設を運行する経路の検討・設置を進めていきます。 

●運行回数の基本水準向上(ピーク時毎時２本、オフピーク時毎時１本

の提供)（継続実施） 

✓ 路線バスの運行回数は、主要路線についてはピーク時毎時２本、オ

フピーク毎時１本以上のサービス水準を提供します。 

✓ 路線バスの運行ダイヤは、朝夕の利用者が多い時間帯での鉄道駅

での乗り継ぎ、また、地域の交通事情などを考慮した運行体系への

見直しについても、地域の意向や利用状況を踏まえ適宜見直しに

向けた検討を行います。 

●土地利用形態や地域事情に応じた運行計画の見直し（継続実施） 

✓ 新規住宅団地の開発などにより利用者数の増加が見込まれる場

合、その反面、地域内人口の減により利用者数が減少しているな

ど、土地利用形態や地域事情の変化に合わせ、既存路線の運行経路

見直しや延伸、バス停の新設など、地域の要望や意見、道路管理者、

交通管理者との協議も踏まえた見直しを進めていきます。 

●利用者数に応じた路線の増便・車両大型化・続行便等検討（継続実

施） 

✓ 利用者数が多い路線では平常時であっても混雑や乗り残しが発生

すること、また、雨天時に利用者が集中するため乗り残しが発生す

るなどの課題については、増便や車両の大型化、続行便の運行によ

る解消を図ります。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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施策番号 (１)-④ 施策名 MaaS・キャッシュレス決済の推進 

取組内容 ●noroca(共通定期券)の普及促進（継続実施） 

✓ おーバスを定額で一定期間利用できる公共交通のサブスプリクプ

ション化を目的とした全線共通定期券 norocaの普及促進を行いま

す。 

また、スマホ de noroca 保有者に対し、おーバスの移動空白時間

帯の移動を補完するためのタクシー利用補助事業を実施すること

で、引き続き、誰もが公共交通で移動しやすい環境を継続します。 

●キャッシュレス決済の促進（継続実施） 

✓ 令和 7(2025)年 10 月より路線バス全線で供用開始した交通系ＩＣ

カード決済について、車内案内やバス停への掲示物にて利用促進

を行います。 

●一日乗車券の導入（令和８年度実施） 

✓ 運賃の都度支払いの手間解消や、更なる利用促進、回遊性向上によ

る市内の魅力再発見、沿線店舗の活性化などを目的として、一日乗

車券の導入を行います。 

実施主体 小山市、運行事業者 

 

施策番号 (１)-⑤ 施策名 公共交通情報データの活用 

取組内容 ●バスロケーションシステムを活用したダイヤの適正化（継続実施） 

✓ 運行状況調査にて得られた運行情報、バス停ごとの乗降情報デー

タをダイヤ見直し時の材料とすることで、バス運行ダイヤの適正

化に努めていきます。 

●運行状況、混雑状況等のリアルタイム情報提供（令和９年度実施） 

✓ 現在、おーバスの経路データ、時刻データ等を、経路検索サービス

事業者に提供することで、利用者への情報提供を行っています。併

せて、今後、おーバス車内に設置された GPS、人感センサー等を用

いてデータを収集し、リアルタイムで運行状況、混雑状況等を利用

者向けに提供することで利便性の向上を図ります。 

●SNS・webでの案内強化（継続実施） 

✓ おーバスの経路データ、時刻データ等を、経路検索サービス事業者

への提供を行い、IT による情報の発信として乗り継ぎ案内、市ホ

ームページでのおーバス発車情報、安心安全メールからの遅延情

報を発信します。 

実施主体 小山市 
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施策番号 (１)-⑥ 施策名 モビリティ・マネジメント(MM)の推進 

取組内容 ●学校・企業・転入者向け MMの実施（継続実施） 

✓ 児童・生徒に向けては、おーバス絵画コンテストの開催や運行事業

者と共同で乗り方教室の実施、栃木県で発行している「のりもの・

のりかたガイドブック(公共交通に関する副読本)」や各高校向け

に作成している利用促進リーフレットを用いて、公共交通のしく

みや利用方法を伝え、理解を深めてもらうことで、将来の利用者の

掘り起こしを行います。 

企業に対しては、通勤手段の公共交通転換やエコ通勤を促進す

るため、企業向けにリーフレットを作成し、従業員向けに説明・働

きかけを行います。 

新しく小山市に移住して来た人に向けては、市民課で取りまと

めている転入セットへ公共交通の案内や利用方法を盛り込み、提

供することで利用促進を図ります。 

●観光施設イベントとの連携（継続実施） 

✓ 本市の主要観光施設イベントと連携し、来訪者の運賃相当額を観

光施設にご負担いただくことや公共交通で来訪された方に対して

特典を付与するなど、公共交通利用による来訪を促進します。 

実施主体 小山市 
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4-3-2. 生活支援交通領域 

施策番号 (２)-① 施策名 利用しやすい乗降環境の整備 

取組内容 ●乗降場所の適宜設置（継続実施） 

✓ デマンドバスの乗降場所は、地域の要望、利用状況、地域の環境変

化に応じて随時検討を行い、設置に向けた協議・調整を進めていき

ます。 

●公民館等のコミュニティ拠点や医療機関・商業施設の乗降場所改善

（継続実施） 

✓ 地域の自治会公民館、集落センターなどに乗降スペースや停車位

置を整備することで『地域の移動ハブ』として機能させます。 

✓ 地域の個人病院、スーパー、コンビニなど、地域の要望を反映した

日常利用が多い施設を乗降場所(ミーティングポイント)として設

定します。更に、車いすや歩行補助具利用者でも乗り降りしやすい

位置を確保できるよう、各施設所有者・管理者と調整を行います。 

●高齢者向け案内板の設置（継続実施） 

✓ 生活支援交通では高齢者の利用が多いため、大きな文字、シンプル

なレイアウトによる見やすい案内板の設置や、バス停・簡易乗降ポ

イント・公共施設内の案内を統一デザインとするなど、一目で理解

できる表現に改善します。高齢者からの意見である「どこで待てば

いいか分からない」や「案内が読みづらい」などの不安解消を図り

ます。 

●地域拠点内の案内掲示の改善（継続実施） 

✓ 公共交通の乗降場所が複数ある施設(病院・公民館・商業施設など)

では、施設入口付近への乗降ポイントサインの整備、施設内の誘導

サインを整理することで、乗り場までの動線を明確化し、最短動線

の案内表示とするなど、初めて利用する方でも迷わないような案

内となるよう改善します。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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施策番号 (２)-② 施策名 生活支援交通(デマンド交通等)の運行 

取組内容 ●ＡＩデマンドバスの運行（継続実施） 

✓ デマンドバスは、同じ方向の利用者をまとめて乗せる相乗りを積

極的に誘導し、運行効率の向上・コスト削減を図るため、ＡＩ(人

工知能)を活用し配車を行う『ＡＩデマンドバス』の運行を継続い

たします。 

●デマンドバスの輸送力強化に伴う車両の導入（令和８年度実施） 

✓ デマンドバス利用者からの「乗車可能人数が少ないため改善して

欲しい」との要望を受け、現在のセダン型車両からミニバン型車両

を導入することで課題の改善を図ります。 

実施主体 小山市、運行事業者 

 

施策番号 (２)-③ 施策名 住民の活動機会に着目したサービス設計 

取組内容 ●医療・商業機能の不足エリアは重点的にサービス確保（継続実施） 

✓ 通院や買い物、社会参加は生活維持の基盤であることから、重点

的に生活支援交通の確保を行います。 

●通院機会の確保（継続実施） 

✓ 小山市内どこからでも新小山市民病院 10時に到着できるよう、通

院機会の確保を図ります。 

●買い物・社会参加機会の確保（継続実施） 

✓ 市内商業施設、地域交流センター、公民館、福祉施設など、日中

(8:00～17:00)の活動や交流に対応できる移動水準を確保します。 

実施主体 小山市 

 

施策番号 (２)-④ 施策名 免許返納者・高齢者への支援を促す取り組み 

取組内容 ●おーバス終身無料乗車券の維持（継続実施） 

✓ 高齢者が運転免許を返納しても生活の足を失わないよう、通院・買

い物・社会参加の移動を確保するため、免許返納者への「おーバス

終身無料乗車券」交付制度を維持します。 

●高齢者の移動相談と公共交通移行支援（継続実施） 

✓ 高齢者がバス利用に不安を感じないよう、地域包括支援センター

と連携して、返納後の生活動線を具体的に設計できるよう支援を

行い、移動相談・利用方法の案内・伴走的支援を強化します。また、

生活支援交通(デマンド交通等)とも連動し、自家用車を使えない

高齢者が無理なく通院・買い物できる交通環境を支援します。 

✓ ８０歳以上バス運賃補助事業を継続します。 

実施主体 小山市 
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施策番号 (２)-⑤ 施策名 地域回遊・観光アクセスの補助的機能 

取組内容 ●生活支援の延長としての市内観光・レクリエーション施設・季節イ

ベント等へのアクセスの配慮（継続実施） 

✓ 渡良瀬遊水地や道の駅思川、市内の公園、交流センターなどへ、バ

ス停やデマンドバス乗降場を設置することは生活支援の延長線と

とらえ、市内・地域内の回遊性を高め、移動や利用の促進を図りま

す。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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4-3-3. 交通サービスの持続可能性の確保 

施策番号 (３)-① 施策名 運営・財政・人材の最適化 

取組内容 ●運行・サービスの効率化（継続実施） 

✓ 利用実態や需要構造の変化を踏まえ、ダイヤ・系統の最適化や車両

配置の見直しを行うとともに、走行・利用データの分析による無駄

の削減に取り組み、限られた運行資源を最大限有効に活用した効

率的な運営を図ります。 

●運転士確保・労働環境の改善（令和９年度実施） 

✓ 公共交通サービスを安定的に維持するため、他自治体の取組事例

を参考とし、市内運行事業者との意見交換を行いながら、関係機関

一体となって運転士確保に向けた取り組みや支援を進めていきま

す。また、運転士の長時間労働の是正や休憩場所の確保により、働

きやすい勤務環境づくりを進めます。 

●車両・運行基盤の最適化（継続実施） 

✓ 車齢 10 年を経過した車両の更新にあわせ、EV バスやハイブリッ

ド車の導入検討を進めることで、運行コストの抑制と環境負荷の

低減を図ります。 

●利用促進と収入基盤の強化（継続実施） 

✓ 公共交通の利用定着と利用者の拡大を図るとともに、公共交通の

役割や必要性について市民理解を深めることで、安定した収入基

盤の確保と公共交通を支える基盤の強化を図ります。 

●公共交通の経費・投資の最適化（継続実施） 

✓ 公共交通に係る運行費用や補助金の状況を整理し、路線別の収支

を踏まえた運行方法の見直し、運賃や利用者負担のあり方につい

て調査・検討を行い持続可能な公共交通運営につなげます。 

●レベル４自動運転バスの実現に向けた取り組み（継続実施） 

✓ 令和 3(2021)年度は栃木県にて JR 小山駅から白鴎大学大行寺キャ

ンパス区間にて実証実験を実施、令和 7(2025)年度には将来の完全

自動運転バス導入に向けて、小山市にて JR小山駅から小山ゆうえ

んハーヴェストウォーク区間にて実証実験を行いました。今後は、

実証実験にて得た結果や課題の改善を行いながら、レベル 4 自動

運転バスの導入に向けた取り組みを進めていきます。 

実施主体 小山市、運行事業者 
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施策番号 (３)-② 施策名 地域との協働による公共交通の維持・改善 

取組内容 ●地域ニーズの把握と運行改善（継続実施） 

✓ 市民や自治会からの要望、地域懇談会の意見等を通じて、地域の生

活実態に即したニーズを継続的に収集し、運行計画へ反映します。 

✓ また、利用実績データより、運行計画の見直しを行うなど、改善に

努めます。 

●地域による支援体制の構築（継続実施） 

✓ オーナー料を納付し、停留所の副停名を希望する名称に変更する

代わりに、停留所の維持管理、環境整備等を行う「小山市コミュニ

ティバス停留所オーナー制度」について、沿線事業者や団体への周

知を強化することで、停留所を「バスの乗り降りする場所」から、

その地域のシンボルとして愛着を持っていただけるように図りま

す。 

✓ 協賛金を納付することで小山市コミュニティバスの運行事業に寄

与していただく「小山市コミュニティバス運行事業サポーター制

度」について、協賛金額に応じてホームページや車内外でのＰＲ

し、おーバスを応援していることが利用者や沿線の住民等に周知

できるよう沿線事業者に丁寧に説明を行い、公共交通を皆で支え

る仕組みを強化します。 

●地域・企業との費用分担の仕組みづくり（継続実施） 

✓ 地域や企業と連携し、公共交通を共同で支える仕組みづくりを進めると

ともに、地域の実情に応じた費用分担のあり方を整理します。 

✓ 通勤・通学や地域活動を支える公共交通の役割を踏まえ、持続可能

な運行を支える仕組みの構築を図ります。 

実施主体 小山市、運行事業者、運行事業に協賛いただける個人・法人等 
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施策番号 (３)-③ 施策名 利用促進による収入基盤の安定化 

取組内容 ●利用定着による収支改善（継続実施） 

✓ 継続的な利用を促進することで、安定した収入の確保を目指します。 

●公共交通の市民理解醸成（継続実施） 

✓ おやままちづくり出前講座のメニュー「おーバスで出かけよう」や

出張説明会等を通じて、公共交通の役割や必要性について市民理

解を深め、公共交通を支える意識の醸成を図ります。 

●隣接市町を結ぶコミュニティバスの検討（継続実施） 

✓ 隣接市町との公共交通網の連携や再編を推進し、定住自立圏を構

成する自治体間の地域活性化や交流人口の増加、鉄道駅、医療機

関、商業施設へのアクセス確保を念頭にコミュニティバスの運行

を検討します。 

実施主体 小山市、運行事業者、小山地区定住自立圏圏域自治体 
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計画の成果指標(KPI)・目標値 

5-1. 公共交通サービスの目標 

本章では、第３章で整理した「公共交通により実現を目指すまちと暮らしの

姿」を実現するため、公共交通サービスが達成すべき目標を設定するとともに、

その実現状況を客観的に把握するための成果指標(KPI)を設定します。 

5-1-1. 都市交通領域(都市部の公共交通サービス⇒利便性の高い公共交通を提供し、マイカーから転換) 

都市交通領域における公共交通サービスの目標を検討します。 

総合都市交通計画では、バスの年間利用者数を令和 22(2040)年の 210 万人へ増

加させる目標を設定しています。しかし、この目標を単純に年次配分すると、令

和 7(2025)年の目標値は約 106 万人となる一方で、令和 6(2024)年時点ですでに

130 万人が利用しており、令和 7 年時点の目標値を約 1.2 倍上回っている状況に

あります。 

このため、直近の利用者数の伸びと、令和 22(2040)年に向けて増加ペースが

徐々に緩やかになることも踏まえ、新たな年間利用者数の目標値として 230 万人

を設定しました。 

また、総合都市交通計画では、自動車の代表交通手段分担率について、令和元

(2019)年の 69％から令和 22(2040)年の 60％へ低減する目標を掲げています。こ

の 9 ポイントの削減分のうち、約 4 割をバス輸送で代替すると仮定すると、1 日

当たりのバストリップ数は約 11,000 トリップとなります。これを年間利用者数に

換算すると、おおむね 400 万人規模に相当します。以上を踏まえ、発展目標とし

て年間 400 万人を設定しました 

こうした年間利用者数の目標を含め、都市交通分野における上位目的の達成に

向けて、公共交通サービスが満たすべき効果の目標を、以下のとおり定めます。 

■上位目的達成のための公共交通サービスの目標(都市交通領域) 

視点 目標[令和 22(2040)年] 

拠点連携と回遊性の

向上による都市の活

力創出 

 都市交通領域において公共交通と徒歩を組み合わせた利便性

の高い移動環境を実現する。主要路線のバス運行本数をピーク

時毎時２本、オフピーク時毎時 1本にする。 

 小山駅を拠点に市内・市外へ移動しやすい環境を実現する。 

安全・安心で環境に配

慮した移動環境の形

成 

 おーバスの年間利用者数を目標 230 万人にする。 

 通勤・通学時のバス利用割合を目標 2.5%にする 

 定期券の保有者数を目標 2,000 人(学生 750 人)にする。 

 75歳以上の年間免許返納者数を 450 人にする。 

 市民の満足度を目標 30％以上にする。 

 

多様な活動機会を支  定期券の保有者数を目標 2,000 人(学生 750 人)にする。 
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視点 目標[令和 22(2040)年] 

える移動手段の確保  市民が自動車を使わなくても中心市街地や主な公園等で気軽

に余暇を楽しめるようにする。タクシーサービスの利用回数を

目標 4,600 回にする。小山駅・間々田駅の利用者数を目標 5,000

人・400 人以上にする。 

 サイクルアンドバスライドの設置数を 35か所にする。 

 

5-1-2. 生活支援交通領域 

生活支援交通領域では次のとおりです。 

■上位目的達成のための公共交通サービスの目標(生活支援交通領域) 

視点 目標 

日常生活を支える移

動手段の確保 

 全ての市民が、自らの交通手段または生活支援交通を通して、生活

に必須な活動機会および一定の社会的交流活動の機会を獲得でき

ること。 

 生活支援交通によって実現できる活動機会の獲得水準を次表のと

おりとする。 

■生活支援交通による活動機会の獲得水準 

 通院 買い物 交流 

回数 週 2日、各 1 往復 隔日 1 往復 週 1日 1 往復 

ばらつき なし なし あり 

目的地滞在時間 10時-17 時 日中 1 時間 9 時-17時 

活動機会の獲得地点 新小山市民病院、中

心市街地、かかりつ

け医院 

中心市街地、近隣拠点 中心市街地、近隣拠点 

 

5-1-3. 交通サービスの持続可能性の確保：横断領域 

交通サービスの持続可能性の確保の観点では、次のとおりです。 

■上位目的達成のための公共交通サービスの目標 

 (交通サービスの持続可能性の確保：横断領域) 

視点 目標 

将来にわたり公共交

通を維持する持続可

能な運営 

 行政が計画の実現に向けて果たした役割を示す目標として、公共

交通投資額を 247,517 千円以上とする。 

 政策実現にあたって効率性の確保を図るため、キロ当たり運行単

価を北関東ブロック標準経常費用以下、おーバス全路線収支率を

45%以上にする。 
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5-2. 計画の成果指標 

公共交通によって実現を目指すまちと暮らしの姿に対して、その実現状況を客

観的に把握するための成果指標(KPI)を設定します。 

 

指標の考え方 

指標は、計画の進捗を安定的に把握するため、毎年のモニタリングを前提とし

て設定します。これにより、計画期間を通じて安定的な成果把握が可能となりま

す。 

 

■目標の達成状況の評価指標(基本指標) 

視点 
評価したい事

柄 
指標 現況値 

目標値 

(令和 13(2031)

年) 

目標値 

(令和 22(2040)年) 

モニタリ

ングの時

期 

収集 

方法 

【都市交通領

域】拠点連携

と回遊性の向

上による都市

の活力創出 

公共交通の利

便性をどれだ

け高められた

か 

主要路線※1 の

バスの運行本

数 

ピーク時 

 毎時 2 本、オフ

ピーク時毎時１

本を達成 

ピーク時 

毎時 2 本、 

オフピーク時 

毎時１本 

ピーク時 

 毎時 2 本、 

オフピーク時 

毎時１本 

毎年 小山市 

中心市街地を

気軽に訪れる

ことができる

ようになった

か 

おーバス小山

駅・間々田駅

１日平均乗降

数 

小山駅：3,483 人 

間々田駅：197 人 

[令和 6(2024)年] 

小山駅：4,000 人 

間々田駅：270 人 

小山駅：5,000 人 

間々田駅：400 人 
毎年 小山市 

【都市交通領

域】安全・安心

で環境に配慮

した移動環境

の形成 

どれだけ多く

の人が公共交

通中心の生活

に転換したか 

おーバス年間

利用者数 
1,301,950 人 

[令和 6(2024)年] 
185 万人 230 万人 毎年 小山市 

通勤・通学時

のバス利用割

合 

1.3% 

[令和 2(2020)年] 
2.0% 2.5% 10 年毎 

国勢 
調査 

渋滞緩和に向

けて特にイン

パクトの大き

い通勤・通学

トリップにお

いてどれだけ

公共交通への

転換が進んだ

か 

 

定期券の保有

者数 

1,165 人 

(学生 472 人) 

[令和 6(2024)年] 

1,400 人 

(学生 500 人) 

2,000 人 

(学生 750 人) 
毎年 小山市 

交通事故削減

に向けて高齢

者の公共交通

への転換が進

んだか 

年間免許返納

者数 

(75 歳以上) 
395 人 

[令和 6(2024)年] 
400 人 450 人 毎年 

小山 
警察署 

 公共交通サー

ビスが市民の

ニーズを満た

せていること

の主観的評価 

市民の公共交

通への満足度 

(コミュニテ

ィバスの運行

に 

満足＋やや満

足) 

18.3% 22% 30% 5 年毎 

小 山 市
総 合 計
画 策 定
時 の 市
民 満 足
度調査 
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視点 
評価したい事

柄 
指標 現況値 

目標値 

(令和 13(2031)

年) 

目標値 

(令和 22(2040)年) 

モニタリ

ングの時

期 

収集 

方法 

【都市交通領

域】多様な活

動機会を支え

る移動手段の

確保 

クルマがなく

ても働く場を

制約されない

環境をどれだ

け生み出せた

か 

定期券保有者

数 

安全・安心で環境に配慮した移動環境の形成に同じ 

余暇や私事活

動での公共交

通の利用をど

れだけ高めら

れたか 

タクシーサー

ビス※2 の利用

回数 

1,917 回 
[令和 6(2024)年] 

3,600 回 4,600 回 毎年 小山市 

おーバス小山

駅・間々田駅

１日平均乗降

数 

拠点連携と回遊性の向上による都市の活力創出に同じ 

公共交通を利

用しやすい環

境が整えられ

ているか 

サイクルアン

ドバスライド

の設置数 

18 か所 
[令和 6(2024)年] 

30 か所 35 か所 毎年 小山市 

【生活支援領

域】日常生活

を支える移動

手段の確保 

モビリティ制

約がどれだけ

緩和したか 

公共交通カバ

ー率 
96.1% 96%～ 96%～ 毎年 栃木県 

デマンド利用

者数 
7,504 

[令和 6(2024)年] 
12,000 人 13,000 人 毎年 小山市 

活動場所(新

市民病院・小

山駅)へのア

クセス※3 

到達可能 到達可能 到達可能 毎年 小山市 

【交通サービ

スの維持可能

性の確保】 

将来にわたり

公共交通を維

持する持続可

能な運営 

行政として計

画の実現に向

けてどれだけ

役割を果たし

てきたか 

公共交通投資

額 
247,517 千円 

[令和 6(2024)年] 
247,517 千円～ 247,517 千円～ 毎年 小山市 

政策実現にあ

たっての効率

性の確保 

キロ当たり運

行単価 
398 円 

[令和 6(2024)年] 

北関東ブロック

標準経常費用以

下 

北関東ブロック標準

経常費用以下 
毎年 小山市 

効率的な運行 おーバス全路

線収支率 

42.7% 

[令和 6(2024)年] 45%以上 45%以上 毎年 小山市 

※1 立地適正化計画で定められる拠点間、及び中心市街地と大型商業施設間を結ぶ路線群 

※2 路線バスやデマンドバスでの課題をタクシーで補い、公共交通サービス水準の向上を図るため、モバイル定期券また

はモバイル回数券の保有者に対して、タクシーの利用金額に応じて半額(上限：2000 円)を補助する制度。 

※3 市内各地から通院拠点(新小山市民病院)、買物・交流拠点(小山駅周辺市街地)の双方に午前 10時までにたどり着ける

かを検証  
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計画の運用方法(PDCA) 

6-1. 本計画の運用方法 

本計画の運用方法は、本計画の各内容の役割を考慮して定めます。 

本計画自体は、総合都市交通計画の下位計画として、長期的にその役割を果た

し続ける必要があります。一方、短期の実行プランの役割を併せ持っており、そ

れについては一定期間内での達成度評価が必要です。したがって、本計画の運用

の時間軸は、内容別に下記のとおりとします。 

■本計画の目標年次と運用方法 

計画の内容 目標年次 目標年次到達時の更新の内容 

地域公共交通計画全体 長期継続 内容を更新しながら、計画スケジ

ュールに合わせて長期継続。 

第 1 章 地域公共交通の基本的な方針 

第 2 章 小山市地域公共交通の現状・課題 

第 3 章 地域公共交通が目指す姿、方向性 

5年間を 

目安 

行政課題の変化に合わせて内容を

見直し。 

第４章 地域公共交通が目指す姿の実現

に向けた施策・事業 

随時 実践を通して把握した知見を反映。 

ただし、サービス水準の保障に関す

る内容はその長期安定性に配慮。 

第５章 計画の成果指標(KPI)・目標値 

第 7 章 小山市コミュニティバス事業計

画 

5年間を 

目安 

5 年に一度評価と更新を実施。 

 

■本計画の運用スケジュール 
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小山市コミュニティバスの事業計画 

7-1. 路線の位置づけ・役割 

(要綱第 17 条の 1 関係) 

おーバス等各路線の小山市の公共交通ネットワークにおける位置づけと役割は

以下の通りです。 

■小山市における交通手段の位置づけ 

 

※高速バスは例示であり、現在小山市を発着する高速バスは存在しない。 
 

小山市では、地域公共交通を小山市の総合行政における課題解決手段と位置付

けており、課題解決に果たす役割に着目してその位置づけを整理しています。「3-

2-1 公共交通政策における領域区分の考え方」、「3-2-2 地域公共交通により実現す

る目標と目指す暮らしの姿」で示しております。この観点から、各種交通手段の

位置づけを下記の通り示します。なお、「交通サービスの持続可能性の確保」の観

点については、「サービスの存続を支えること」を役割としていることから、ここ

では対象としません。 
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■各種交通手段の位置づけ 

サービス種類 都市交通領域での役割 生活支援交通領域での役割 

新幹線 

国土レベルの高速交通手段とし

て確実な地位を築いており、マイ

カー利用とほとんど競合しませ

んので、小山市の地域公共交通政

策の一環としては直接アプロー

チはしません。ただし、地域公共

交通計画で扱う公共交通のサー

ビス設計において新幹線のダイ

ヤとの連携を確保します。 

 

幹線鉄道 

(宇都宮線、両

毛線、 

水戸線) 

大量・高速輸送の特性を生かした

サービスが提供されています。小

山市の都市公共交通体系にとっ

て不可欠な構成要素です。 

都市交通としての幹線鉄道サービスを

通して、マイカーを自由に使えない住

民の活動機会の確保を図ります。 

路線バス 

(おーバス) 

住宅地と中心市街地・小山駅と目

的施設の間に発生する通勤・通

学・私事・業務の放射状で比較的

定型的な交通需要をマイカーか

ら公共交通に効率的に吸収する

役割を担います。 

都市交通としての路線バスサービスを

通して、マイカーを自由に使えない住

民の活動機会の確保を図ります。 

都市交通によっては確保されない生活

支援交通は個別輸送を原則とします

が、一定量の定型的な輸送需要がある

ために定時定路線の輸送特性が発揮で

きるものについては、路線バスを設定

することがあります。 
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サービス種類 都市交通領域での役割 生活支援交通領域での役割 

送迎バス 

住宅地と中心市街地・小山駅と

目的施設の間に発生する通勤・

通学・私事・業務の放射状で比

較的定型的な交通需要を、交通

需要の発生源の施設管理者の

負担により、マイカーから公共

交通に効率的に吸収する役割

を担います。 

公共に開かれたサービスでは

ないため、本計画で直接扱いま

せんが、小山市としてはこのよ

うな取り組みを歓迎します。 

 

デマンドバ

ス、 

タクシー 

 

個別輸送で移動制約者の活動機会

の確保を図ることを原則とします。

サービス設計はおーバスを補完す

るタクシー補助を基本とし、その送

迎効率を高めるための相乗り促進

の措置・乗合区域運行の導入を必要

に応じて行います。住民にとって必

須の活動機会は小山市の政策の一

環として保障しますが、それを上回

る部分について有償・無償のボラン

ティア輸送に市民が取り組むこと

も想定しています(福祉輸送)。 

マイカー 

市街地におけるマイカー利用

の過多が、交通混雑・交通事故・

公害・スプロール化などの問題

を引き起こしているため、マイ

カー利用の削減を図ります。 

市街地以外では、マイカーから公共

交通への転換を促すものではあり

ませんが、公共交通機関の相乗り促

進は、環境負荷低減のため推進して

まいります。 

自転車 
環境にやさしい交通手段とし

て、その利用を推進します。 

環境にやさしい交通手段として、そ

の利用を推進します。 

徒歩 

住民にとってもっとも基本的

な交通手段である「徒歩移動」

がさらにしやすいまちづくり

を進めます。 

住民にとってもっとも基本的な交

通手段である「徒歩移動」がさらに

しやすいまちづくりを進めます。 
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■小山市コミュニティバスおーバス路線図(令和 7(2025)年 10月 1日改正) 
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7-2. 地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統

(補助系統)の地域の公共交通における位置付け・役割 

小山市コミュニティバスの路線ごとの位置付けと役割は下記のとおりです。 

なお、小山市コミュニティバスは、持続可能な運行を目指すため、全路線で地

域公共交通確保維持改善事業費補助金(地域内フィーダー系統確保維持費国庫

補助金)の補助を受けて運行しております。 

■路線ごとの位置付けと役割 

路線名等 位置付け・役割 

羽川線 小山駅と小金井駅を結び、国道４号の沿線をカバーする路線 

間々田線 小山駅と間々田駅を結び、国道 4号の沿線をカバーする路線 

高岳線 小山駅と㈱東光高岳を結び通勤、通学、買い物のニーズに対応する路線 

城東中久喜線 小山駅と小山高専を結び、通勤、通学、買い物のニーズに対応する路線 

土塔平成通り線 
小山駅と土塔地区の住宅、小山第一工業団地を結び通勤、通学、買い物
のニーズに対応する路線 

大谷中央線 
小山駅と大谷地区を結び、通勤、通学、買い物のニーズに対応し、デマ
ンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

思川駅線 
小山駅と思川駅､小山西高校を結び、通学･通勤･買い物のニーズに対応
し、デマンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

道の駅線 
小山駅と道の駅を結び、中地区を循環し、観光農園へのニーズ及びデマ
ンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

新市民病院線 
小山駅西口と新市民病院を結び、各方面からの乗り継ぎをカバーする路
線 

間々田東西線 
間々田駅とその周辺地区の移動をカバーするとともに間々田駅と新市民
病院を結び各方面からの乗り継ぎをカバーする路線、 

城南循環線 
城南・新市民病院線 

小山駅と城東地区、城南地区の住宅地との移動サービス及び小山駅東口
と新市民病院を結びデマンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

渡良瀬ライン 
小山駅から新市民病院、間々田駅を経由し、栃木市の渡良瀬遊水地まで
運行する広域路線 

ハーヴェストウォー
ク線 

小山駅と商業施設ハーヴェストウォークを結び、買い物のニーズ、通院、
通勤・通学に対応する路線 

桑東部絹路線 
小山駅から大谷北部、桑・絹地区を結び、通勤、通学、買い物のニーズ
に対応する路線 

(新規路線) 
扶桑団地から商業施設ハーヴェストウォーク、イオンモール小山を経由
し、新市民病院までを半環状に結び買い物、通院等のニーズに対応する
路線 

桑・絹エリア 市内北部、北東部の郊外における多様なニーズを担う路線 

大谷中南部・間々田
東部エリア 

市内南東部の郊外における多様なニーズを担う路線 

豊田･中･穂積エリア 市内北西部の郊外における多様なニーズを担う路線 

中･穂積･寒川･生井
エリア 

市内南西部の郊外における多様なニーズを担う路線 
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7-3. 地域公共交通確保維持事業の必要性 

 本市の概況として、鉄道が南北のＪＲ宇都宮線と東北新幹線を軸に、東からＪ

Ｒ水戸線、西からＪＲ両毛線が小山駅で結節しており、交通の要衝となっており

ます。鉄道駅は市内に小山駅、間々田駅、思川駅が設けられております。小山市

コミュニティバスは、路線バス、デマンドバスにより構成される公共交通機関網

で小山駅、間々田駅、思川駅等を中心として市域内を広域的に網羅しております。 

 なお、民間路線バスは、モータリゼーションの進行に伴う利用者の減少により

平成 20(2008)年 3 月をもって全線廃止となりました。 

 そのため、おーバスが市民や市外から来訪者の日常生活機能を担う中、特に車

を運転できない方や鉄道利用者にとっては通勤・通学・通院・買い物等を中心に、

生活に必要不可欠な交通手段として機能しております。 

また、鉄道等に通じる支線(フィーダー)の役割を果たしております。 

 

■事業及び実施主体の概要(令和 8(2026)年 3月時点) 

路線名等 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行 
様態 

事業 
主体 

運行主体 
(運行委託先) 

国庫補助 
事業の活用 

羽川線 
小山駅 
西口 

扶桑団地 
小金井駅 
西口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

間々田線 
小山駅 
西口 

小山第三 
小学校南 

間々田駅 
西口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

高岳線 
小山駅 
東口 

イオンモール 
小山前 

東光 
高岳北 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

城東 
中久喜線 

小山駅 
東口 

イオンモール 
小山前 

高専 
正門 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

土塔平成 
通り線 

小山駅 
東口 

関東能開 
大正門 

横倉 
公民館 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

大谷 
中央線 

小山駅 
東口 

大谷公民館 
小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

思川駅線 
小山駅 
西口 

思川駅 
小山駅 
西口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダ
ー補助 

道の駅線 
小山駅 
西口 

道の駅 昭里 
4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダ
ー補助 

新市民 
病院線 

小山駅 
西口 

原之内 
公園前 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

間々田 
東西線 

光南病
院 

間々田駅 
東口 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダ
ー補助 

城南循環
線 

小山駅 
東口 

城南公園 
入口 

小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

関東自動車 
(株) 

関東自動車 
(株) 

フィーダ
ー補助 

渡良瀬 
ライン 

小山駅 
西口 

間々田駅 
西口 

ラムサール 
渡良瀬遊水地駅 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

ハーヴェスト 
ウォーク線 

小山駅 
西口 

ハーヴェスト 
ウォーク 

小山温泉 
思川 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

(株)小山 
中央観光バス 

(株)小山 
中央観光バス 

フィーダ
ー補助 

城南・新市民
病院線 

小山駅 
東口 

城南公園 
入口 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

関東自動車 
(株) 

関東自動車 
(株) 

フィーダ
ー補助 

桑東部 
絹路線 

小山駅 
東口 

絹公民館 
前 

小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

大山タクシー 
(有) 

大山 
タクシー(有) 

フィーダ
ー補助 

(新規路
線) 

扶桑 
団地 

ハーヴェスト 
ウォーク 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 
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桑・絹 
エリア 

－ 
桑・絹 
地区 

－ 
4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
小山合同 

タクシー(株) 
フィーダ
ー補助 

大谷中南部･ 
間々田東部 
エリア 

－ 
大谷中南部・間々

田東部地区 
－ 

4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
友井 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

豊田･中･ 
穂積エリア 

－ 
豊田・中・ 
穂積地区 

－ 
4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
大山 

タクシー(有) 
フィーダ
ー補助 

中･穂積･寒川・ 
生井エリア 

－ 
中・穂積・ 

寒川・生井地区 
－ 

4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダ
ー補助 

 しかし、人件費や燃料費の高騰、さらには運行車両の老朽化等に伴い収支は大

きく改善せず、行政負担の増加をはじめ、運行に様々な問題が発生しております。 

 このため、地域公共交通確保維持事業により、小山市地域公共交通計画に位置

付けた路線を確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続させていく必要

があります。 

 

7-4. 定量的な目標・効果とその評価手法 

 本計画の成果指標(KPI)・目標値は第５章にて整理していますが、地域公共交通

活性化再生法第５条第４項に基づいて地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律施行規則第 10 条の 2 が記載に努めるよう求めている「地域旅客運送サービス

についての利用者の数、収支、その費用に係る国又は地方公共団体の支出の額等」

の定量的な目標について再掲します。 

(ここでの目標値は基本目標のみ掲載) 

 

■定量的な目標・効果とその評価手法 

 

目標項目 データ取得方法 現状値 目標値 
(令和 13(2031)年) 

おーバス 
年間利用者数 

乗務員にて乗車人数をカ
ウントした数値を利用 1,384,550 人 185 万人 

収支率 事業者報告書、決算報告書
等資料から毎年計測 42.7% 45%以上 

公共交通 
投資額 市会計決算より毎年整理 247,517 千円 247,517 千円 


